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The purpose of this paper is to introduce two sets of standards for educational leaders which became public in the 
year of 2008 and 2015, and to translate them into Japanese. We consider that these materials are indispensable for the 
academic researches in the area of educational leadership, because these standards seem to be at the highest point that the 
academic researchers had arrived at the each time of early 21st century.  
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1．解題 

 
1-1．教育上のリーダー基準の起源 
米国では、20 世紀後半、政治・社会・経済・人口

動態等の面で大きな変化を受けていた。グローバル

社会や知識社会の到来にどう対応するか、更に 21
世紀に向けて何をどのように変えていかなければな

らないかという問題にも直面していた。教育界にお

いても同じ問題意識を共有していた。その解決に向

けた課題の一つが教育の質の向上であり、教育上の

リーダーの質を向上することであった。教育上のリ

ーダーのなかでも校長についていえば、1980 年代初

頭、校長は長い間、組織上の地位を確保してきてお

り伝統的に、変化に抵抗し、安定を維持する傾向が

あると考えられてきた。例えばダーリン―ハモンド

は、“1980 年代の中頃にいたるまで校長職の重要性

は軽視されてきた”（Darling-Hammond et al. 2006, p.2）
と述べている。1980 年代の一連の教育改革は、教育

省長官の諮問機関として招集された「卓越した教育

に関する全国委員会（National Commission on 
Excellence in Education）」が 1983 年に発表した「危

機に立つ国家（A Nation at Risk: The Imperative for 
Educational Reform）」に始まると考えられるが、「危

機に立つ国家」が、校長や教育長が重要な指導的役

割を果たさねばならないとしたことから、校長や教

育長への役割期待が高まり、中でも校長のリーダー

シップに関する研究が進められた。しかし 1980 年代

後半には教育改革が進む中で、自律的な学校経営が

認められるようになり、スクールリーダー（校長、

教頭、主任教諭等）が一体となって、学校経営の責

務を負う体制の構築が求められた。そこで教育上の

リーダーのなかでも、スクールリーダーのリーダー

シップの研究が必要となっていた。1980 年代中葉か

ら 1996 年ごろまでおよそ 10 年の歳月をかけて 21
世紀に向けたスクールリーダーのあるべき姿を求め

て、リーダーシップの再定義（再デザイン）活動が、
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学校経Ⴀ者の㣴成に携わる大学㛵ಀ者のᅋ体や学校

経Ⴀのᑓ㛛⫋ᅋ体が多ᩘ参画しておこなわれた。ࡑ

の成果として 1��6 年に「スࢡーࣝࣜーࢲーのᇶ準

（6WDQGDUGV IRU 6FKRRO /HDGHUV）」（௨下「ᇶ準」）が発

表された。この「ᇶ準」が教育ࣜーࢲーのᇶ準の㉳

※と見ることができる。 
「ᇶ準」ࡑのものは、政策や教育実㊶をつᐃする

ものではなく、あくまでྛᕞが⊂自につᐃする教育

上のࣜーࢲーのࣔࣝࢹとなるものであり、�00� 年⌧

ᅾ �6 ᕞが「ᇶ準」をࡑのまま、あるいは修正㐺⏝し

てᕞのᇶ準を作成している。ྛᕞのᇶ準は、ᕞによ

ってࡑのά⏝⠊ᅖが異なるが、校長の᥇⏝ᇶ準、㣴

成のᇶ本となるもの、ホ౯のᇶ本となるもの、など

としてά⏝されている。 
「ᇶ準」策ᐃの意ᅗや、作成のࢭࣟࣉスཬࡧ作成

に加わったᅋ体ྡも᫂記されている「ᇶ準」全文の

⩻ヂおよࡑࡧのゎ題については὾田（1���）を参↷

されたい。しかし、次㡯との㛵㐃で、本稿では「௨

下 3 Ⅼを記㍕しておきたい。第一は、ࡑの作成㈐௵

ᅋ体は、ᕞ教育長協㆟会（&RXQFLO RI &KLHI 6FKRRO 
2IILFHUV� &&662）の࿧ࡧかけにᛂじて作成࣓ࣥバー

に加わったྜ計 �� ᕞと 11 のᑓ㛛⫋ᅋ体が作成ẕ体

となってタ❧されたᕞ間஫᥮スࢡーࣝࣜーࢲーචチ

≧ 協 ㆟ 会 （ ,QWHUVWDWH 6FKRRO /HDGHUV /LFHQVXUH 
FRQVRUWLXP� ,6//&）であったことである。このこと

から「ᇶ準」は、「イスࣜ（&//6,）ࢡࢵ」と㏻⛠さ

れている。第஧は、「ᇶ準」の発行㈐௵ᅋ体が&&662
であったことである。第୕は「ᇶ準」の執筆㈐௵者

がバࣥࢲーࣝࣅト大学࣐ーࣇィー教授（-RVHSK 
0XUSK\）であったことである。 

1��6 年ᇶ準の内容や意義を研究した先行研究と

して、大➉（�001）がある。また 1��6 年ᇶ準が新た

な学校⟶⌮⫋ീをྛᕞにᾐ㏱させたとしたᰘ田

（�01�）がある。 
 

���㸬����ᖺᇶ‽࡜����ᖺᇶ‽ࡢ࡬ᒎ㛤 

 「ᇶ準」のᨵゞ作業は、�00� 年のࣙࢪーࢵࣈ・ࢪ

大⤫㡿の政ᶒ᫬௦にጞまった。ᨵゞがᚲ要となࣗࢩ

った⫼ᬒには、ྠ 政ᶒ下の �00� 年に制ᐃされた「ど

の子も⨨き去りにしないἲ（1R FKLOG /HIW %HKLQG 
$FW）」のもとで、学力ྥ上がඃ先課題となり、「ᇶ準」

の要ㄳするࣜーࢲーീとは異なるࣜーࢲーീがồめ

られるようになっていたことがあると⪃えられる。

ᨵゞ∧のྡ⛠は、「教育上のࣜーࢲーࣉࢵࢩ政策ᇶ

準㸸 ,6//& �00� （ (GXFDWLRQDO /HDGHUVKLS 3ROLF\ 
6WDQGDUGV� ,6//& �00�）」（௨下 �00� 年ᇶ準）である。

ᨵゞの⫼ᬒ、ᨵゞ∧の≺い、特ᚩ、意義、などにつ

いては、ᅜ内研究としては、村上（�011）、大➉（�01�）
があるが、いࡎれも �00� 年ᇶ準の 6 ᇶ準㡯┠を♧し

ているが、ࡑれらの下部にある機⬟㡯┠のヲ⣽は♧

されていないので、本稿で♧ࡑうとするものである。

今後行われる研究に฼⏝されることを期ᚅしたい。 

 �00� 年ᇶ準の場ྜ、作成ᅋ体等については௨下の

㏻りである。第一に、作成㈐௵ᅋ体は教育行政に㛵

する全⡿政策委員会（1DWLRQDO 3ROLF\ %RDUG RQ 
(GXFDWLRQDO $GPLQLVWUDWLRQ� 13%($）で、ࡑのᵓ成࣓

ࣥバーである下記 10 ᅋ体の協ാによって作成され、

れをࡑ 13%($ がᢎㄆしたというᙧ式をとっている。 
ア࣓ࣜ࢝教ᖌ教育大学協会（$PHULFDQ $VVRFLDWLRQ RI 

&ROOHJHV RI 7HDFKHU (GXFDWLRQ� $$&7(） 
ア࣓ࣜ࢝学校⟶⌮⫋協会（$PHULFDQ $VVRFLDWLRQ RI  

6FKRRO $GPLQLVWUDWRUV� $$6$） 
学校㐠Ⴀおよࣗ࢟ࣜ࢝ࡧラ࣒開発協会（$VVRFLDWLRQ 

IRU 6XSHUYLVLRQ DQG &XUULFXOXP 'HYHORSPHQW� 
$6&'） 

ᕞ教育長協㆟会（&RXQFLO RI &KLHI 6WDWH 6FKRRO 
2IILFHUV� &&662） 

全⡿ึ等学校長協会（1DWLRQDO $VVRFLDWLRQ RI 
 (OHPHQWDU\ 6FKRRO 3ULQFLSDOV� 1$(63） 

全⡿中等学校長協会（1DWLRQDO $VVRFLDWLRQ RI 
 6HFRQGDU\ 6FKRRO 3ULQFLSDOV� 1$663） 

全⡿教ᖌ教育アࢹࣞࢡィテーࣥࣙࢩ協㆟会（1DWLRQDO 
&RXQFLO IRU $FFUHGLWDWLRQ RI 7HDFKHU (GXFDWLRQ� 
1&$7(） 

全⡿教育行政学教授協㆟会（1DWLRQDO &RXQFLO RI 
3URIHVVRUV RI (GXFDWLRQDO $GPLQLVWUDWLRQ� 
1&3($）                     

全⡿学校協㆟会協会（ 1DWLRQDO 6FKRRO %RDUG 
$VVRFLDWLRQ� 16%$） 

教育行政大学協㆟会（8QLYHUVLW\ &RXQFLO IRU  
(GXFDWLRQDO $GPLQLVWUDWLRQ� 8&($） 

 第஧に、�00� 年ᇶ準の発行㈐௵ᅋ体は、「ᇶ準」
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学校経Ⴀ者の㣴成に携わる大学㛵ಀ者のᅋ体や学校

経Ⴀのᑓ㛛⫋ᅋ体が多ᩘ参画しておこなわれた。ࡑ

の成果として 1��6 年に「スࢡーࣝࣜーࢲーのᇶ準

（6WDQGDUGV IRU 6FKRRO /HDGHUV）」（௨下「ᇶ準」）が発

表された。この「ᇶ準」が教育ࣜーࢲーのᇶ準の㉳

※と見ることができる。 
「ᇶ準」ࡑのものは、政策や教育実㊶をつᐃする

ものではなく、あくまでྛᕞが⊂自につᐃする教育

上のࣜーࢲーのࣔࣝࢹとなるものであり、�00� 年⌧

ᅾ �6 ᕞが「ᇶ準」をࡑのまま、あるいは修正㐺⏝し

てᕞのᇶ準を作成している。ྛᕞのᇶ準は、ᕞによ

ってࡑのά⏝⠊ᅖが異なるが、校長の᥇⏝ᇶ準、㣴

成のᇶ本となるもの、ホ౯のᇶ本となるもの、など

としてά⏝されている。 
「ᇶ準」策ᐃの意ᅗや、作成のࢭࣟࣉスཬࡧ作成

に加わったᅋ体ྡも᫂記されている「ᇶ準」全文の

⩻ヂおよࡑࡧのゎ題については὾田（1���）を参↷

されたい。しかし、次㡯との㛵㐃で、本稿では「௨

下 3 Ⅼを記㍕しておきたい。第一は、ࡑの作成㈐௵

ᅋ体は、ᕞ教育長協㆟会（&RXQFLO RI &KLHI 6FKRRO 
2IILFHUV� &&662）の࿧ࡧかけにᛂじて作成࣓ࣥバー

に加わったྜ計 �� ᕞと 11 のᑓ㛛⫋ᅋ体が作成ẕ体

となってタ❧されたᕞ間஫᥮スࢡーࣝࣜーࢲーචチ

≧ 協 ㆟ 会 （ ,QWHUVWDWH 6FKRRO /HDGHUV /LFHQVXUH 
FRQVRUWLXP� ,6//&）であったことである。このこと

から「ᇶ準」は、「イスࣜ（&//6,）ࢡࢵ」と㏻⛠さ

れている。第஧は、「ᇶ準」の発行㈐௵ᅋ体が&&662
であったことである。第୕は「ᇶ準」の執筆㈐௵者

がバࣥࢲーࣝࣅト大学࣐ーࣇィー教授（-RVHSK 
0XUSK\）であったことである。 

1��6 年ᇶ準の内容や意義を研究した先行研究と

して、大➉（�001）がある。また 1��6 年ᇶ準が新た

な学校⟶⌮⫋ീをྛᕞにᾐ㏱させたとしたᰘ田

（�01�）がある。 
 

���㸬����ᖺᇶ‽࡜����ᖺᇶ‽ࡢ࡬ᒎ㛤 

 「ᇶ準」のᨵゞ作業は、�00� 年のࣙࢪーࢵࣈ・ࢪ

大⤫㡿の政ᶒ᫬௦にጞまった。ᨵゞがᚲ要となࣗࢩ

った⫼ᬒには、ྠ 政ᶒ下の �00� 年に制ᐃされた「ど

の子も⨨き去りにしないἲ（1R FKLOG /HIW %HKLQG 
$FW）」のもとで、学力ྥ上がඃ先課題となり、「ᇶ準」

の要ㄳするࣜーࢲーീとは異なるࣜーࢲーീがồめ

られるようになっていたことがあると⪃えられる。

ᨵゞ∧のྡ⛠は、「教育上のࣜーࢲーࣉࢵࢩ政策ᇶ

準㸸 ,6//& �00� （ (GXFDWLRQDO /HDGHUVKLS 3ROLF\ 
6WDQGDUGV� ,6//& �00�）」（௨下 �00� 年ᇶ準）である。

ᨵゞの⫼ᬒ、ᨵゞ∧の≺い、特ᚩ、意義、などにつ

いては、ᅜ内研究としては、村上（�011）、大➉（�01�）
があるが、いࡎれも �00� 年ᇶ準の 6 ᇶ準㡯┠を♧し

ているが、ࡑれらの下部にある機⬟㡯┠のヲ⣽は♧

されていないので、本稿で♧ࡑうとするものである。

今後行われる研究に฼⏝されることを期ᚅしたい。 

 �00� 年ᇶ準の場ྜ、作成ᅋ体等については௨下の

㏻りである。第一に、作成㈐௵ᅋ体は教育行政に㛵

する全⡿政策委員会（1DWLRQDO 3ROLF\ %RDUG RQ 
(GXFDWLRQDO $GPLQLVWUDWLRQ� 13%($）で、ࡑのᵓ成࣓

ࣥバーである下記 10 ᅋ体の協ാによって作成され、

れをࡑ 13%($ がᢎㄆしたというᙧ式をとっている。 
ア࣓ࣜ࢝教ᖌ教育大学協会（$PHULFDQ $VVRFLDWLRQ RI 

&ROOHJHV RI 7HDFKHU (GXFDWLRQ� $$&7(） 
ア࣓ࣜ࢝学校⟶⌮⫋協会（$PHULFDQ $VVRFLDWLRQ RI  

6FKRRO $GPLQLVWUDWRUV� $$6$） 
学校㐠Ⴀおよࣗ࢟ࣜ࢝ࡧラ࣒開発協会（$VVRFLDWLRQ 

IRU 6XSHUYLVLRQ DQG &XUULFXOXP 'HYHORSPHQW� 
$6&'） 

ᕞ教育長協㆟会（&RXQFLO RI &KLHI 6WDWH 6FKRRO 
2IILFHUV� &&662） 

全⡿ึ等学校長協会（1DWLRQDO $VVRFLDWLRQ RI 
 (OHPHQWDU\ 6FKRRO 3ULQFLSDOV� 1$(63） 

全⡿中等学校長協会（1DWLRQDO $VVRFLDWLRQ RI 
 6HFRQGDU\ 6FKRRO 3ULQFLSDOV� 1$663） 

全⡿教ᖌ教育アࢹࣞࢡィテーࣥࣙࢩ協㆟会（1DWLRQDO 
&RXQFLO IRU $FFUHGLWDWLRQ RI 7HDFKHU (GXFDWLRQ� 
1&$7(） 

全⡿教育行政学教授協㆟会（1DWLRQDO &RXQFLO RI 
3URIHVVRUV RI (GXFDWLRQDO $GPLQLVWUDWLRQ� 
1&3($）                     

全⡿学校協㆟会協会（ 1DWLRQDO 6FKRRO %RDUG 
$VVRFLDWLRQ� 16%$） 

教育行政大学協㆟会（8QLYHUVLW\ &RXQFLO IRU  
(GXFDWLRQDO $GPLQLVWUDWLRQ� 8&($） 
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ࠝ㈨ᩱཬࡧゎ題ࠞ⡿ᅜにおける教育上のࣜーࢲーのᇶ準 

とྠじく&&662 である。第୕に、執筆者は、1$663
のᑓ㛛⫋開発ࢧーࣅス部㛛の㈐௵者であったࣇラࢼ

ࣜー（5LFKDUG $� )ODQDU\㸧と࣡イ࣑࢜ࣥࢢᕞ教育๪

長ᐁであったࣥࢯࣉࣥࢩ（-RVHSK +� 6LPSVRQ）であ

った。本㡯では、「ᇶ準」では㛵ಀᅋ体やᕞ政ᗓを取

りまとめるࣜーࢲー的存ᅾであり、発行㈐௵ᅋ体で

あった&&662 が、�00� 年ᇶ準では発行㈐௵ᅋ体の

 。となっていることにὀ┠しておきたいࡳ
 本稿では、⣬ᖜの㛵ಀもあり、�00� 年∧の内、6
ᇶ準とࡑれࡒれの下部にᒓする機⬟㡯┠の⩻ヂのࡳ

をᥖ㍕することにする。 
 次に本稿では、�00� 年ᇶ準のᨵゞ∧である「教育

ࣜーࢲーのためのᑓ㛛⫋ᇶ準（3URIHVVLRQDO 6WDQGDUGV 
IRU (GXFDWLRQDO /HDGHUV）」（௨下 �01� 年ᇶ準）の全文

をヂฟする。この中にはᨵゞの経⦋、�01� 年ᇶ準で

㔜どするࣜーࢲーࣉࢵࢩの内容ཬࡧ意義などが㏙࡭

られ、また執筆㈐௵者や発行㈐௵者が記㍕されてい

る。なお、�01� 年ᇶ準については、᫬間的な制約が

あり、いまだ先行研究は存ᅾしないが、大㔝（�016）
は、�01� 年ᇶ準が、ල体的なᇶ準㡯┠を 1��6 年ᇶ

準、�00� 年ᇶ準を⥅ᢎしつつ 10 㡯┠にᣑ大してい

ることを紹介しているが、ࡑのヲ⣽は紹介されてい

ない。本稿が今後の多くの研究者の参⪃になること

を期すものである。 
 
�� ㈨ᩱ 

 

 ௨下は、ゎ題で♧した「�00� 年ᇶ準」の本論部ศ

すなわࡕᇶ準 6 㡯┠と 6 㡯┠ࡑれࡒれの下部にᒓす

る機⬟㡯┠、ཬ�01」ࡧ� 年ᇶ準」の全文（表題、ᗎ

論、ᇶ準 10 㡯┠とࡑれらの下部にᒓする指ᶆ）を⩻

ヂし、作成参加࣓ࣥバーのࣜストおよࡧ参⪃文⊩を

ⱥ文のまま（一部を࢝ࢼ࢝ࢱ表♧し）㌿記するもの

である。 

 
���㸬����ᖺᇶ‽ 

ᇶ準㸯 

教育ࣜーࢲーは、す࡭ての㛵ಀ当事者によってඹ有

されᨭᣢされる学⩦の⌮᝿ീの開発をᨭ᥼し、ࡑれ

を᫂☜に表⌧、実᪋、⟶⌮執行することによって、

あらࡺる生ᚐの成ຌをಁ進する。 

機⬟㸸 

D� ඹ有された⌮᝿ീと౑࿨を協力してᒎ開し、実᪋

する 

E� ┠ᶆをᐃめ、⤌⧊のຠ⋡ᛶをホ౯し、⤌⧊的学⩦

をಁ進するためにࢹーࢱを集め、౑⏝する 

F� ┠ᶆを㐩成するための計画を作り実行する 

G� 㐃⥆的でᣢ⥆ྍ⬟なᨵၿを᥎進する 

H� 計画をࣔࢱࢽーし、進Ṍをホ౯し、෌検討する 

 

ᇶ準㸰 

教育ࣜーࢲーは、生ᚐの学⩦と、教⫋員のᑓ㛛⫋⬟

の成長に㈉⊩する学校文໬ཬࡧ教授ࢢࣟࣉラ࣒をၐ

導し、育成し、⥔ᣢすることによって、あらࡺる生

ᚐの成ຌをಁ進する。 

機⬟㸸 

D� 協ാ、ಙ㢗、学⩦、高い期ᚅの文໬を育成し、⥔

ᣢする 

E� ໟᣓ的で、ཝᐦで、㤳ᑿ一㈏した教科ࢢࣟࣉラ࣒

を作る 

F� 生ᚐのためにಶே別のやるẼをおこさせる学⩦

⎔ቃを作る 

G� 教授の┘╩ 

H� 生ᚐのྥ上をࣔࢱࢽーするためのホ౯方ἲとア

 ステ࣒を発ᒎさせるࢩ・ティࣜࣅࢱࣥ࢘࢝

I� 教⫋員の教授およࣜࡧーࢲーࣉࢵࢩ⬟力を開発

する 

J� Ⰻ㉁の教授にᥦ౪される᫬間の最大໬を行う 

K� 教授と学⩦をᨭ᥼するために、最もຠ果的で㐺切

なᢏ術の౑⏝をಁ進する 

L� 教授ࢢࣟࣉラ࣒のᙳ㡪をࣔࢱࢽーし、ホ౯する 

 

ᇶ準㸱 

教育ࣜーࢲーは、安全で、ຠ⋡的かつຠ果的な学⩦

⎔ቃのために⤌⧊、άື、ㅖ㈨※の⟶⌮をಖドする

ことによって、あらࡺる生ᚐの成ຌをಁ進する。 
機⬟㸸 
D）⟶⌮ཬࡧ㐠Ⴀの制度をࣔࢱࢽーし、ホ౯する 
E� ே的・㔠㖹的・ᢏ術的㈨※を⋓得、ศ㓄、ㄪ  ᩚ
し、ຠ⋡的に౑⏝する 
F� 生ᚐと教⫋員の福♴と安全をಁ進し、ಖㆤする 
G� ศᩓᆺࣜーࢲーࣉࢵࢩの⬟力を開発する 
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H� ㉁のⰋい教授と生ᚐの学⩦をᨭ᥼するために、教

ᖌと⤌⧊の᫬間が↔Ⅼ໬されることをಖドする 
 
ᇶ準㸲 
教育ࣜーࢲーは、コ࣑ࣗࢽティの多様な㛵ᚰとࢽー

、ティのㅖ㈨※をື員しながらࢽにᛂえ、コ࣑ࣗࢬ

教員（IDFXOW\）およࡧコ࣑ࣗティ・࣓ࣥバーと協ാ

することによって、あらࡺる生ᚐの成ຌをಁ進する。 
機⬟㸸 
D� 教育の⎔ቃに┤᥋㛵ಀのあるࢹーࢱと᝟ሗを集

め、ศᯒする 

E� コ࣑ࣗࢽティの多様な文໬的、社会的、▱的な㈨

※の⌮ゎ、正しいホ౯、౑⏝をಁ進する 

F� ᐙ᪘やࢣアᥦ౪者と⫯ᐃ的な㛵ಀを作り、ᣢ⥆さ

せる 

G� コ࣑ࣗࢽティのࣃートࢼーと生⏘的な㛵ಀを作

り、ᣢ⥆させる 

 

ᇶ準㸳 

教育ࣜーࢲーは、ᑛཝとබ正さをもって、かつ೔⌮

的な࣐ࢼーにᇶ࡙いて行Ⅽすることによって、あら

 。る生ᚐの成ຌをಁ進するࡺ
機⬟㸸 
D� あらࡺる生ᚐの学問的、社会的な成ຌのためのア

 ステ࣒をಖドするࢩ・ティࣜࣅࢱࣥ࢘࢝

E� 自ぬ的で、省ᐹ的な行ືをし、㏱᫂ᛶがあり、೔

⌮的な行ືをする原⌮のࣔࣝࢹとなる 

F� Ẹ୺୺義、平等、多様ᛶの౯್のಖㆤをする 

G� 意思Ỵᐃの㐨ᚨ的、ἲ的⤖果に₯ᅾするྍ⬟ᛶを

⪃៖し、ホ౯する 

H� 社会正義をಁ進し、ಶࠎの生ᚐのࢽーࢬが学校教

育のす࡭てのഃ㠃にᾐ㏱していることをಖドする 

 

ᇶ準㸴 

教育ࣜーࢲーは、政治的、社会的、経῭的、ἲ的、

文໬的文⬦を⌮ゎし、ࡑれらにᑐᛂし、ࡑれらにᙳ

㡪をおよࡰすことによって、あらࡺる生ᚐの成ຌを

ಁ進する。 
機⬟㸸 
D� 子どもたࡕ、ᐙᗞ、ࢣアᥦ౪者のために୺ᙇする 

E� 生ᚐの学⩦にᙳ㡪する地ᇦ、学区、ᕞ、ࡑして全

ᅜ的なỴᐃにᙳ㡪を୚える 

F� ࣜーࢲーࣉࢵࢩᡓ␎を㐺ྜさせるために、᫂ らか

になりつつあるഴྥとㅖ取り⤌ࡳをホ౯、ศᯒ、⋡

先する 

 
���㸬����ᖺᇶ‽ 

作成者 

教育行政に㛵する全⡿政策委員会（1DWLRQDO 3ROLF\ 
%RDUG IRU (GXFDWLRQDO $GPLQLVWUDWLRQ） 

 
ᵓ成࣓ࣥバー 

ア࣓ࣜ࢝教ᖌ教育大学協会（$PHULFDQ $VVRFLDWLRQ RI 
  &ROOHJHV RI 7HDFKHU (GXFDWLRQ� $$&7(） 

ア࣓ࣜ࢝学校⟶⌮⫋協会（$PHULFDQ $VVRFLDWLRQ RI  
6FKRRO $GPLQLVWUDWRUV� $$6$） 

教育者㣴成ㄆド協㆟会（&RXQFLO IRU WKH $FFUHGLWDWLRQ 
RI (GXFDWRU 3UHSDUDWLRQ� &$(3） 

ᕞ教育長協㆟会（&RXQFLO RI &KLHI 6WDWH 6FKRRO 
2IILFHUV� &&662） 

全⡿ึ等学校長協会（1DWLRQDO $VVRFLDWLRQ RI 
 (OHPHQWDU\ 6FKRRO 3ULQFLSDOV� 1$(63） 

全⡿中等学校長協会（1DWLRQDO $VVRFLDWLRQ RI 
 6HFRQGDU\ 6FKRRO 3ULQFLSDOV� 1$663） 

全⡿教育行政学教授協㆟会（1DWLRQDO &RXQFLO RI 
   3URIHVVRUV RI (GXFDWLRQDO $GPLQLVWUDWLRQ� 

      1&3($）                     
全⡿学校協㆟会協会（ 1DWLRQDO 6FKRRO %RDUG 

$VVRFLDWLRQ� 16%$） 
教育行政大学協㆟会（8QLYHUVLW\ &RXQFLO IRU  

(GXFDWLRQDO $GPLQLVWUDWLRQ� 8&($） 
                       

ᗎ論 

 
全ᅜの学校でẖ木᭙日の終わりの᫬間に、教育

ࣜーࢲーたࡕは、コࣥࣗࣆーࢱーをࢵࣕࢩトࢲ

࢘ࣥし、また全力をฟし切った一日を終えてᐙ

㊰にྥかう。ᘓ≀をฟる᫬、ᙼらは、一日のฟ

᮶事を振り㏉り自ศに問いかける。自ศは今日

一日、生ᚐの変໬の手助けをしたかと。生ᚐた

の学⩦やᖾ福にとって最も㔜要なことに↔Ⅼࡕ

を当てたかと。 
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H� ㉁のⰋい教授と生ᚐの学⩦をᨭ᥼するために、教

ᖌと⤌⧊の᫬間が↔Ⅼ໬されることをಖドする

ᇶ準㸲

教育ࣜーࢲーは、コ࣑ࣗࢽティの多様な㛵ᚰとࢽー

、ティのㅖ㈨※をື員しながらࢽにᛂえ、コ࣑ࣗࢬ

教員（IDFXOW\）およࡧコ࣑ࣗティ・࣓ࣥバーと協ാ

することによって、あらࡺる生ᚐの成ຌをಁ進する。

機⬟㸸

D� 教育の⎔ቃに┤᥋㛵ಀのあるࢹーࢱと᝟ሗを集

め、ศᯒする

E� コ࣑ࣗࢽティの多様な文໬的、社会的、▱的な㈨

※の⌮ゎ、正しいホ౯、౑⏝をಁ進する

F� ᐙ᪘やࢣアᥦ౪者と⫯ᐃ的な㛵ಀを作り、ᣢ⥆さ

せる 

G� コ࣑ࣗࢽティのࣃートࢼーと生⏘的な㛵ಀを作

り、ᣢ⥆させる 

ᇶ準㸳

教育ࣜーࢲーは、ᑛཝとබ正さをもって、かつ೔⌮

的な࣐ࢼーにᇶ࡙いて行Ⅽすることによって、あら

。る生ᚐの成ຌをಁ進するࡺ

機⬟㸸

D� あらࡺる生ᚐの学問的、社会的な成ຌのためのア

ステ࣒をಖドするࢩ・ティࣜࣅࢱࣥ࢘࢝

E� 自ぬ的で、省ᐹ的な行ືをし、㏱᫂ᛶがあり、೔

⌮的な行ືをする原⌮のࣔࣝࢹとなる

F� Ẹ୺୺義、平等、多様ᛶの౯್のಖㆤをする

G� 意思Ỵᐃの㐨ᚨ的、ἲ的⤖果に₯ᅾするྍ⬟ᛶを

⪃៖し、ホ౯する 

H� 社会正義をಁ進し、ಶࠎの生ᚐのࢽーࢬが学校教

育のす࡭てのഃ㠃にᾐ㏱していることをಖドする

ᇶ準㸴

教育ࣜーࢲーは、政治的、社会的、経῭的、ἲ的、

文໬的文⬦を⌮ゎし、ࡑれらにᑐᛂし、ࡑれらにᙳ

㡪をおよࡰすことによって、あらࡺる生ᚐの成ຌを

ಁ進する。

機⬟㸸

D� 子どもたࡕ、ᐙᗞ、ࢣアᥦ౪者のために୺ᙇする

E� 生ᚐの学⩦にᙳ㡪する地ᇦ、学区、ᕞ、ࡑして全

ᅜ的なỴᐃにᙳ㡪を୚える

F� ࣜーࢲーࣉࢵࢩᡓ␎を㐺ྜさせるために、᫂ らか

になりつつあるഴྥとㅖ取り⤌ࡳをホ౯、ศᯒ、⋡

先する

���㸬����ᖺᇶ‽

作成者

教育行政に㛵する全⡿政策委員会（1DWLRQDO 3ROLF\ 
%RDUG IRU (GXFDWLRQDO $GPLQLVWUDWLRQ）

ᵓ成࣓ࣥバー

ア࣓ࣜ࢝教ᖌ教育大学協会（$PHULFDQ $VVRFLDWLRQ RI 
&ROOHJHV RI 7HDFKHU (GXFDWLRQ� $$&7(）

ア࣓ࣜ࢝学校⟶⌮⫋協会（$PHULFDQ $VVRFLDWLRQ RI 
6FKRRO $GPLQLVWUDWRUV� $$6$）

教育者㣴成ㄆド協㆟会（&RXQFLO IRU WKH $FFUHGLWDWLRQ 
RI (GXFDWRU 3UHSDUDWLRQ� &$(3）

ᕞ教育長協㆟会（&RXQFLO RI &KLHI 6WDWH 6FKRRO
2IILFHUV� &&662）

全⡿ึ等学校長協会（1DWLRQDO $VVRFLDWLRQ RI 
(OHPHQWDU\ 6FKRRO 3ULQFLSDOV� 1$(63）

全⡿中等学校長協会（1DWLRQDO $VVRFLDWLRQ RI 
6HFRQGDU\ 6FKRRO 3ULQFLSDOV� 1$663）

全⡿教育行政学教授協㆟会（1DWLRQDO &RXQFLO RI 
3URIHVVRUV RI (GXFDWLRQDO $GPLQLVWUDWLRQ� 

1&3($）
全⡿学校協㆟会協会（ 1DWLRQDO 6FKRRO %RDUG 

$VVRFLDWLRQ� 16%$）

教育行政大学協㆟会（8QLYHUVLW\ &RXQFLO IRU 
(GXFDWLRQDO $GPLQLVWUDWLRQ� 8&($）

ᗎ論 

全ᅜの学校でẖ木᭙日の終わりの᫬間に、教育

ࣜーࢲーたࡕは、コࣥࣗࣆーࢱーをࢵࣕࢩトࢲ

࢘ࣥし、また全力をฟし切った一日を終えてᐙ

㊰にྥかう。ᘓ≀をฟる᫬、ᙼらは、一日のฟ

᮶事を振り㏉り自ศに問いかける。自ศは今日

一日、生ᚐの変໬の手助けをしたかと。生ᚐた

の学⩦やᖾ福にとって最も㔜要なことに↔Ⅼࡕ

を当てたかと。

� 

ࠝ㈨ᩱཬࡧゎ題ࠞ⡿ᅜにおける教育上のࣜーࢲーのᇶ準 

教育ࣜーࢲーのためのᑓ㛛⫋ᇶ準 �01� は、これら

の㔜要な問いかけに大ኌでイエスと⟅えられるよう

に㐨ᶆ（JXLGHSRVWV）をᥦ౪するものである。⌧ᅾの

（FXUUHQW）研究と教育ࣜーࢲーたࡕの実生άでの体

験にᇶ࡙いて、ᇶ準は、学校がᚲ要とし生ᚐに┦ᛂ

しいࣜーࢲーࣉࢵࢩとはఱかを᫂░に㏙࡭るもので

ある。ᇶ準は、生ᚐ中ᚰのものであり、教育ࣜーࢲ

ーたࡕが、生ᚐの学⩦のために㔪（QHHGOH）を進め

ることができ、よりබ平な⤖果を生ᚐが㐩成できる

ために、ࣜーࢲーࣉࢵࢩのᇶ本的な原⌮の㍯㒌

（RXWOLQLQJ）を♧すものである。ᇶ準は、教育ࣜー

が、⌧ᅾの⫋務と、今後、教育・学校・社ࡕーたࢲ

会が変㠉し⥆けるにకい受けるᣮᡓと機会とにᑐし

て実ຠᛶのあるᑐᛂ準備ができていることをಖ㞀す

るようにࢨࢹイࣥされている。 

教育ࣜーࢲーが新しいᇶ準をᚲ要とする⌮⏤はなに

か

これには、いくつかの⌮⏤がある。&&662 は、最

ึの教育ࣜーࢲーのᇶ準を 1��6 年に発行した。ࡑの

後、�00� 年に実ド的ㄪᰝにᇶ࡙くᑠᖜなᨵゞが行わ

れた。୧∧とも �� ᕞとコࣟࣥࣅア特別区（'&）に、

教育ࣜーࢲーࣉࢵࢩに㛵する政策ᯟ⤌ࡳをᥦ౪して

いる。しかしながら、今日学校を㐠Ⴀしている世⏺

は、ᩘ年前の世⏺とは大変異なったものになってお

り、先行きにはさらなる変໬の඙しがある。ࣟࢢー

バࣝ経῭は、学校が生ᚐたࡕにᑐして教育する仕事

内容や �1 世紀の⫋場を変㠉させつつある。ேཱྀ⤫計

学上の意味で子どもたࡕの᮲௳や特ᚩ、ᐙ᪘ᵓ㐀ཬ

れ௨上のものが変໬しつつある。教育の前⥺でࡑࡧ

は政治や、⤫治の変໬がẖ日のように前㠃にฟてく

る。学校のண⟬๐ῶがいたるとこࢁで㏕っており、

学校はますます➇த的なᕷ場からのᅽ力のもとにあ

り、生ᚐの成⦼にᑐするより高いࣞ࣋ࣝのア࢝࢘ࣥ

 。ティがồめられているࣜࣅࢱ
␲問のవ地なくࡑの様な変໬は、教育ࣜーࢲーに

ᑐする✀ࠎのᣮᡓを作りฟしている。ྠ᫬に、ࡑの

ような変໬は、学校をᨵၿし、生ᚐの学⩦をಁ進す

る新しく創㐀的なアࣟࣉーࢳを㏣ồするように教⫋

員をᨵ㠉し㰘⯙する、㇏かで刺激的な機会を教育ࣜ

ーࢲーにᥦ౪している。教育ࣜーࢲーࣉࢵࢩのᑓ㛛

⫋ᛶは、大いに進ᒎした。教育者たࡕは、実ຠᛶの

あるࣜーࢲーࣉࢵࢩが生ᚐの成⦼ྥ上にどれだけ、

どのように㈉⊩しているかをよく⌮ゎするようにな

っている。ㄪᰝཬࡧ実㊶から得られた▱㆑をᇶ┙と

して、教育ࣜーࢲーは、一ேࡦとりの生ᚐの学⩦に

ᑐしてᣮᡓ的で、かつ生ᚐ一ேࡦとりの学⩦にᙺ❧

つࢣアやᨭ᥼の᮲௳を作りฟすことによって、生ᚐ

の成⦼ྥ上にᙳ㡪力を行౑できることを⌮ゎしてい

る。教育ࣜーࢲーたࡕは⦆ࡴことなく教員たࡕの⫋

⬟開発を行いᨭ᥼し、前ྥきなປാ⎔ቃを作りฟし、

ຠ果的に㈨※㓄ศし、教ᐊ内で㉳こることにᑐして

ᙉ力なイࣥࢡࣃトを୚えるような、῝い意味のある

仕事を教ᐊ外において行っている。このようにቑ大

する▱㆑、およࡧ⫋務にᑐする変໬する㟂要を前ᥦ

として、生ᚐにᑐして最も生⏘的で有⏝な方ྥに教

育ࣜーࢲーの実㊶を導くような新しいᇶ準がᚲ要な

のである。 

�01� 年ᇶ準はいかにして開発されたか

�01� 年ᇶ準は、新しい教育ࣜーࢲーࣉࢵࢩの全体

ീを῝く⪃ᐹする集中的なࢭࣟࣉスの⤖果として生

まれた。ࡑのࢭࣟࣉスでは、実ド的ㄪᰝ（⿵ᙉᮦᩱ

となる⢭㑅した本文ᮎの参⪃文⊩集を参↷）のᚭᗏ

的なࣞࣗࣅーを行い、また研究者や 1000 ௨上の学校

や学区のࣜーࢲー㐩からの᝟ሗᥦ౪を検討した。ࡑ

の検討は、�00� 年ᇶ準と、教育ࣜーࢲーの日ᖖの仕

事やࣜーࢲーࣉࢵࢩにᑗ᮶ồめられるものとのࣕࢠ

をㄪᰝࣉーࣝࢢーࢲを᫂らかにするためにࣜーࣉࢵ

し、↔Ⅼ໬することを㏻じて行った。1$(63、1$663、
およ6$$ࡧ$ は、この作業のᨭ᥼を行った。またᅜ

Ẹ一⯡（WKH SXEOLF）には � ✀㢮のᇶ準᱌にᑐしてコ

࣓ࣥトをồめたが、ࡑれがこの最終∧に㈉⊩してい

る。13%($ は、上記ᅋ体をྵめ学校ࣜーࢲーࢵࢩ

トしているᑓ㛛⫋ᅋ体の㐃ྜ体ࢵの進ᒎにコ࣑ࣉ

（FRQVRUWLXP）であるが、�01� 年ᇶ準のᑓ㛛⫋ᛶへ

の㔜要ᛶをㄆ㆑しࡑの作成を行うࣜーࢲーࣉࢵࢩの

㈐務を引き受けた。さらに、今後とも、ᑓ㛛⫋ᅋ体

の先導ᙺ（VWHZDUG）となることになࢁう。 

ఱが �01� 年ᇶ準をᑓ㛛⫋ᇶ準になさしめたか

133

ࠝ㈨ᩱཬࡧゎ㢟ࠞ⡿ᅜにࡅ࠾る教育ୖの࣮࣮ࣜࢲのᇶ‽



6 

東京大学大学院教育学研究科教育行政学論叢 第 36 号 2016 年 

 
 

ᑓ㛛⫋ᇶ準は、ᑓ㛛⫋を実㊶するே≀である教育

ࣜーࢲーの作業のᛶ᱁と品㉁をつᐃするものである。

ᇶ準は、ᑓ㛛⫋によって、ᑓ㛛⫋のために、ࡑの実

㊶指㔪や、実㊶者たࡕがいかに育成され、㞠⏝され、

⫋⬟開発され、┘╩され、ホ౯されるかの指㔪を୚

えるために創㐀されたものである。ᇶ準は、当ᑓ㛛

⫋を┘╩する政ᗓの政策やつ๎の᝟ሗをᥦ౪するも

のである。ᑓ㛛⫋がよって❧つとこࢁの作業㡿ᇦや

౯್を᫂らかにすることによってᇶ準は、このᑓ㛛

⫋が要ồし一⯡ᅜẸが期ᚅしている成果をいかにし

て実㊶ᐙが㐩成することができるかを♧၀するもの

である。ᑓ㛛⫋ᇶ準は㟼的なものではない。このᑓ

㛛⫋の作業をᙧ作る文⬦にᑐする⌮ゎの変໬、文⬦

にᑐする期ᚅ、およࡧ文⬦を正☜に反ᫎするために、

ᐃ期的に見┤しが行われ、ㄪᩚが行われࡡばならな

い。 
 
ㄡにᑐして �01� 年ᇶ準は㐺⏝されるのか 

このᇶ準は、教育上のあらࡺるࣞ࣋ࣝのࣜーࢲー

ࡧのᇶ本となるものである。ᇶ準は、校長ཬࣉࢵࢩ

教㢌に㐺⏝され、学校ࣜーࢲーとྠじ㡿ᇦの仕事を

する学区のࣜーࢲーにも㐺⏝される。しかし、ᇶ準

の⣽┠のࣜーࢲーࣉࢵࢩάືは、学区ࣞ࣋ࣝのࣜー

にྥけࣉࢵࢩーࢲというよりも学校ࣜーࣉࢵࢩーࢲ

て策ᐃされている。さらに、学区ࣞ࣋ࣝのࣜーࢲー

には、ᙼらに特有のᙺ割に㛵㐃した㈐務があり（例

えば、学校㐠Ⴀ委員会との仕事やປ務㛵ಀの仕事）、

これらの㈐務はこのᇶ準を㉸えたものである。ᚑっ

てࡑのような㏣加的な㈐務にᑐしては、学区ࣞ࣋ࣝ

のࣜーࢲーࣉࢵࢩにᑐして特別に↔Ⅼ໬した௚のᇶ

準が♧されることになる。 
 
�01� 年ᇶ準のఱが新しいのか 

�01� 年ᇶ準は、生ᚐと生ᚐの学⩦を、よりᙉ力で

より᫂☜にᙉㄪして作り┤されてきたものであり、

おのおのの子どもたࡕが༑ศに教育を受け、�1 世紀

にྥけて準備ができていることをಖ㞀するのを助け

るためのࣜーࢲーࣉࢵࢩのᇶ♏的な原⌮の㍯㒌を♧

すものである。ࡑのため、このᇶ準は、これまでよ

く⌮ゎされてこなかった、あるいは㛵㐃がపいと⪃

えられてきたが、生ᚐの学⩦への㈉⊩が♧されてき

た教育ࣜーࢲーの仕事⠊ᅖの↷準を高めるものであ

る。正しい࢝ࣜ࢟ࣗラ࣒を⤌ࡴこと、教ᖌがࡑれを

教えることは㔜要なことではあるが、ࡑれでは༑ศ

ではない。学⩦が生まれるためには、教育ࣜーࢲー

は生ᚐたࡕにࡄらつかないὀ意をもって、ࡑの仕事

の全ての㡿ᇦを㏣ồしなければならない。ࣜーࢲー

たࡕは、す࡭ての教ᖌのホ౯、中ኸᐁᗇとの全ての

┦஫作⏝、一つの㉁問、すなわࡕこれはいかにして

生ᚐが学⩦者として༟㉺することを助けることにな

るかという㉁問、をᖖにᚰに⛎めてす࡭てのࢹーࢱ

ศᯒを行うこと、にアࣟࣉーࢳしなければならない。 
このᇶ準は、ࣜーࢲーࣉࢵࢩ業務においてのࡳな

らࡎ、指導において、また生ᚐの学⩦においてのே

間㛵ಀの中᰾的な㔜要ᛶをㄆ㆑するものである。ᇶ

準は、生ᚐの༟㉺໬のためには、学問的なཝ᱁さと

学ࡧのᆺᢲし（DFDGHPLF SUHVV）と、ྠ᫬にᨭ᥼とࢣ

アの୧㠃の㔜要ᛶをᙉㄪする。ᇶ準は、ᴦኳ的で、

⬟力の開発とᙉࡳ（VWUHQJWK）をᙉㄪし、ே間の₯ᅾ

力に↔Ⅼ໬するようなࣜーࢲーࣉࢵࢩであるとの前

ྥきなᤊえ方を反ᫎしている。 
�01� 年ᇶ準は、ᮍ᮶志ྥのどⅬを᥇⏝している。

ᇶ準は、⌧ᅾに᰿ᣐを⨨く一方で、教育ࣜーࢲーが

ാく変໬する世⏺は今後変㠉し⥆けるだࢁう、ࡑれ

にకって教育ࣜーࢲーへの要ồと期ᚅも変㠉し⥆け

るであࢁうことをㄆ㆑し、変໬に大きな期ᚅをかけ

るものである。�01� 年ᇶ準は、教育ࣜーࢲーがᑗ᮶

成ຌするように、ᮍ᮶のᣮᡓと機会をᚰにᥥくもの

である。 
�01� 年ᇶ準は、௚の㠃でも大ᮃをᣢったものであ

る。ᇶ準は、ᑓ㛛⫋ࡑのもの、ᑓ㛛⫋ᅋ体、政治ᐙ、

高等教育機㛵、およࡧ௚の⤌⧊にᑐして௨下のこと

にᨭ᥼要ㄳをするものである。すなわࡕ、教育ࣜー

ーが、☜❧された実㊶方ἲを㉸えて前進し、よりࢲ

よいᮍ᮶にྥかって⦾ᰤするために、ᙼらとᙼらの

⫋⬟開発をᨭ᥼することである。�01� 年ᇶ準は、⇍

㐩したࣜーࢲーࣉࢵࢩ実㊶に↔Ⅼ໬し、教育ࣜーࢲ

ーが経Ṕ上のどの場㠃にいるかに㛵わらࡎ、ᙼ等を

㰘⯙してᙼらをఙばし、ᙼらの実㊶が⇍㐩ࣞ࣋ࣝに

㐩するようにするものである。ᇶ準は、経Ṕの全て

の場㠃に㐺⏝するものである。ᑬも、㐺⏝はேによ

って異なり、さらなる研究がồめられるศ㔝にᑐし
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ᑓ㛛⫋ᇶ準は、ᑓ㛛⫋を実㊶するே≀である教育

ࣜーࢲーの作業のᛶ᱁と品㉁をつᐃするものである。

ᇶ準は、ᑓ㛛⫋によって、ᑓ㛛⫋のために、ࡑの実

㊶指㔪や、実㊶者たࡕがいかに育成され、㞠⏝され、

⫋⬟開発され、┘╩され、ホ౯されるかの指㔪を୚

えるために創㐀されたものである。ᇶ準は、当ᑓ㛛

⫋を┘╩する政ᗓの政策やつ๎の᝟ሗをᥦ౪するも

のである。ᑓ㛛⫋がよって❧つとこࢁの作業㡿ᇦや

౯್を᫂らかにすることによってᇶ準は、このᑓ㛛

⫋が要ồし一⯡ᅜẸが期ᚅしている成果をいかにし

て実㊶ᐙが㐩成することができるかを♧၀するもの

である。ᑓ㛛⫋ᇶ準は㟼的なものではない。このᑓ

㛛⫋の作業をᙧ作る文⬦にᑐする⌮ゎの変໬、文⬦

にᑐする期ᚅ、およࡧ文⬦を正☜に反ᫎするために、

ᐃ期的に見┤しが行われ、ㄪᩚが行われࡡばならな

い。

ㄡにᑐして �01� 年ᇶ準は㐺⏝されるのか

このᇶ準は、教育上のあらࡺるࣞ࣋ࣝのࣜーࢲー

ࡧのᇶ本となるものである。ᇶ準は、校長ཬࣉࢵࢩ

教㢌に㐺⏝され、学校ࣜーࢲーとྠじ㡿ᇦの仕事を

する学区のࣜーࢲーにも㐺⏝される。しかし、ᇶ準

の⣽┠のࣜーࢲーࣉࢵࢩάືは、学区ࣞ࣋ࣝのࣜー

にྥけࣉࢵࢩーࢲというよりも学校ࣜーࣉࢵࢩーࢲ

て策ᐃされている。さらに、学区ࣞ࣋ࣝのࣜーࢲー

には、ᙼらに特有のᙺ割に㛵㐃した㈐務があり（例

えば、学校㐠Ⴀ委員会との仕事やປ務㛵ಀの仕事）、

これらの㈐務はこのᇶ準を㉸えたものである。ᚑっ

てࡑのような㏣加的な㈐務にᑐしては、学区ࣞ࣋ࣝ

のࣜーࢲーࣉࢵࢩにᑐして特別に↔Ⅼ໬した௚のᇶ

準が♧されることになる。

�01� 年ᇶ準のఱが新しいのか 

�01� 年ᇶ準は、生ᚐと生ᚐの学⩦を、よりᙉ力で

より᫂☜にᙉㄪして作り┤されてきたものであり、

おのおのの子どもたࡕが༑ศに教育を受け、�1 世紀

にྥけて準備ができていることをಖ㞀するのを助け

るためのࣜーࢲーࣉࢵࢩのᇶ♏的な原⌮の㍯㒌を♧

すものである。ࡑのため、このᇶ準は、これまでよ

く⌮ゎされてこなかった、あるいは㛵㐃がపいと⪃

えられてきたが、生ᚐの学⩦への㈉⊩が♧されてき

た教育ࣜーࢲーの仕事⠊ᅖの↷準を高めるものであ

る。正しい࢝ࣜ࢟ࣗラ࣒を⤌ࡴこと、教ᖌがࡑれを

教えることは㔜要なことではあるが、ࡑれでは༑ศ

ではない。学⩦が生まれるためには、教育ࣜーࢲー

は生ᚐたࡕにࡄらつかないὀ意をもって、ࡑの仕事

の全ての㡿ᇦを㏣ồしなければならない。ࣜーࢲー

たࡕは、す࡭ての教ᖌのホ౯、中ኸᐁᗇとの全ての

┦஫作⏝、一つの㉁問、すなわࡕこれはいかにして

生ᚐが学⩦者として༟㉺することを助けることにな

るかという㉁問、をᖖにᚰに⛎めてす࡭てのࢹーࢱ

ศᯒを行うこと、にアࣟࣉーࢳしなければならない。

このᇶ準は、ࣜーࢲーࣉࢵࢩ業務においてのࡳな

らࡎ、指導において、また生ᚐの学⩦においてのே

間㛵ಀの中᰾的な㔜要ᛶをㄆ㆑するものである。ᇶ

準は、生ᚐの༟㉺໬のためには、学問的なཝ᱁さと

学ࡧのᆺᢲし（DFDGHPLF SUHVV）と、ྠ᫬にᨭ᥼とࢣ

アの୧㠃の㔜要ᛶをᙉㄪする。ᇶ準は、ᴦኳ的で、

⬟力の開発とᙉࡳ（VWUHQJWK）をᙉㄪし、ே間の₯ᅾ

力に↔Ⅼ໬するようなࣜーࢲーࣉࢵࢩであるとの前

ྥきなᤊえ方を反ᫎしている。

�01� 年ᇶ準は、ᮍ᮶志ྥのどⅬを᥇⏝している。

ᇶ準は、⌧ᅾに᰿ᣐを⨨く一方で、教育ࣜーࢲーが

ാく変໬する世⏺は今後変㠉し⥆けるだࢁう、ࡑれ

にకって教育ࣜーࢲーへの要ồと期ᚅも変㠉し⥆け

るであࢁうことをㄆ㆑し、変໬に大きな期ᚅをかけ

るものである。�01� 年ᇶ準は、教育ࣜーࢲーがᑗ᮶

成ຌするように、ᮍ᮶のᣮᡓと機会をᚰにᥥくもの

である。

�01� 年ᇶ準は、௚の㠃でも大ᮃをᣢったものであ

る。ᇶ準は、ᑓ㛛⫋ࡑのもの、ᑓ㛛⫋ᅋ体、政治ᐙ、

高等教育機㛵、およࡧ௚の⤌⧊にᑐして௨下のこと

にᨭ᥼要ㄳをするものである。すなわࡕ、教育ࣜー

ーが、☜❧された実㊶方ἲを㉸えて前進し、よりࢲ

よいᮍ᮶にྥかって⦾ᰤするために、ᙼらとᙼらの

⫋⬟開発をᨭ᥼することである。�01� 年ᇶ準は、⇍

㐩したࣜーࢲーࣉࢵࢩ実㊶に↔Ⅼ໬し、教育ࣜーࢲ

ーが経Ṕ上のどの場㠃にいるかに㛵わらࡎ、ᙼ等を

㰘⯙してᙼらをఙばし、ᙼらの実㊶が⇍㐩ࣞ࣋ࣝに

㐩するようにするものである。ᇶ準は、経Ṕの全て

の場㠃に㐺⏝するものである。ᑬも、㐺⏝はேによ

って異なり、さらなる研究がồめられるศ㔝にᑐし
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ても㐺⏝する。 

教育ࣜーࢲーࣉࢵࢩと生ᚐの学⩦の㛵ಀ 

�01� 年ᇶ準は、教育ࣜーࢲーࣉࢵࢩと生ᚐの学⩦

の㛵ಀについてのㄪᰝཬࡧ実㊶にᇶ࡙く⌮ゎを体⌧

している。生ᚐの学⩦ᨵၿに㛵しては、ࣜーࢲーࢩ

ーࢲの全体論的な⪃ᐹをᚲ要とする。教育ࣜーࣉࢵ

⫋務の全ての㡿ᇦで、ᙼらは一ேࡦとりの生ᚐの学

⩦、成⦼、⬟力開発、およࡧᖾ福をいかにしてಁ進

するかに↔Ⅼ໬しなければならない。�01� 年ᇶ準は、

ㄪᰝཬࡧ実㊶によって生ᚐの成ຌに不ྍḞであると

♧၀されたࣜーࢲーࣉࢵࢩ⫋務の┦஫౫存㡿ᇦ、品

㉁およࡧ౯್を反ᫎした௨下のものからなってい

る㸹 

1㸬౑࿨、ࣥࣙࢪࣅおよࡧ᰾となる౯  ್
�㸬೔⌮とᑓ㛛⫋としてのᇶ準 
3㸬බ平ཬࡧ文໬にᑐするᛂ⟅ 
�㸬࢝ࣜ࢟ࣗラ࣒、指導ཬࡧホ౯ 
�㸬生ᚐにᑐするࢣアとᨭ᥼のコ࣑ࣗࢽティ 
6㸬学校教⫋員のᑓ㛛⫋的なコ࣑ࣗࢽティ 
�㸬学校教⫋員のᑓ㛛⫋的なコ࣑ࣗࢽティ 
�㸬ᐙᗞཬࡧコ࣑ࣗࢽティとの意味ある参画 
�㸬㐠Ⴀおよࡧ┘╩ 
10㸬学校ᨵၿ 

実㊶においては、これらの㡿ᇦはࡑれࡒれが⊂❧

して機⬟しているのではなく、一ேࡦとりの生ᚐの

学問上とಶே的な成ຌをಁ進させる┦஫౫存的なࢩ 
ステ࣒として機⬟している。ࡑれらの㡿ᇦと、ࡑれ 

生ᚐの学⩦

ᇶ準10㸸学校ᨵၿ 

ᇶ準�㸸࣑ 、ࣥࣙࢪࣅ、ࣥࣙࢩࢵ

 中᰾的౯್

ᇶ準�㸸೔⌮とᑓ㛛⫋つ⠊ 

ᇶ準�㸸බ正と文໬的ᛂ⟅ᛶ

ᇶ準�㸸࢝ࣜ࢟ࣗラ࣒、指導、ホ౯ 

ᇶ準�㸸コ࣑ࣗࢽティ・ࢣアと 

生ᚐᨭ᥼

ᇶ準㸴㸸学校⫋員のᑓ㛛⫋⬟力 

ᇶ準�㸸学校⫋員のᑓ㛛⫋⬟力 

ᇶ準�㸸教⫋員のためのᑓ㛛⫋コ࣑ࣗࢽティ 

ᇶ準�㸸ᐙ᪘とコ࣑ࣗࢽティの意味ある参加 

ᇶ準�㸸࢜࣌ࣞーࣥࣙࢩと࣐࣓ࣥࢪࢿト   
 

 

  

ᅗ� ⏕ᚐࡢ学⩦ࡢࡵࡓࡢ学ᰯ࣮ࣜࣉࢵࢩ࣮ࢲస⏝ࡢ㛵ಀᅗ 

（ 1DWLRQDO 3ROLF\ %RDUG IRU (GXFDWLRQDO $GPLQLVWUDWLRQ� 3URIHVVLRQDO 6WDQGDUGV IRU 
(GXFDWLRQDO /HDGHUV� 13%($� �01�� S� ��） 
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らを௦表するᇶ準は、3 つの㛵㐃するᣓりから成り

❧っていると⌮ゎすることができる。 
第一のᣓりは、࢝ࣜ࢟ࣗラ࣒、指導ཬࡧホ౯、お

よࡧ生ᚐのࢣアとᨭ᥼のコ࣑ࣗࢽティに㛵するもの

である。 
第஧のᣓりは、学校のேᮦ、教⫋員のᑓ㛛⫋コ࣑

ティとの意味ある参ࢽコ࣑ࣗࡧティ、ᐙ᪘およࢽࣗ

画、ࡑして学校㐠Ⴀおよࡧ┘╩からなっている。 
第୕のᣓりは、౑࿨、ࣥࣙࢪࣅཬࡧ౯್、೔⌮と

ᑓ㛛⫋上のつ⠊、およࡧබ平ᛶと文໬的ᛂ⟅ᛶから

なっている。 
学校ᨵၿの㡿ᇦはす࡭てのᣓりに㛵ಀするもので

あり、௚のᣓりとඹに教育ࣜーࢲーࣉࢵࢩが生ᚐの

成⦼にいかにᙳ㡪を୚えているかに㛵する⌮論を反

ᫎするものである。 
ᅗ 1 に♧されたように、中᰾では、教育ࣜーࢲー

が、安全なࢣア的かつᨭ᥼的な学校の学⩦コ࣑ࣗࢽ

ティをಁ進し、ཝ᱁な࢝ࣜ࢟ࣗラ࣒と指導ཬࡧホ౯

のࢩステ࣒をಁ進する᫬、生ᚐたࡕは学⩦する。こ

の⫋務のために教育ࣜーࢲーには、⤌⧊的なᨭ᥼の

。をᵓ⠏しᙉ໬することがồめられるࢡト࣡ーࢵࢿ

は、教⫋員のᑓ㛛⫋的な⬟力ࢡト࣡ーࢵࢿのࡑ

（FDSDFLW\）、教⫋員が学ࡧ業務を行うᑓ㛛⫋的コ࣑

およ、ࡳ⤌ティ、ᐙ᪘とコ࣑ࣗ஧ティとの取りࢽࣗ

学校の実ຠᛶのあるຠ⋡的な┘╩と㐠Ⴀからなっࡧ

ている。教育ࣜーࢲー㐩は、ࡑの⫋務の全てを、学

校の౑࿨、ࣥࣙࢪࣅ、およࡧ中᰾的な౯್によって、

᥎し進めている。ᙼらは、ᑓ㛛⫋的なᑛཝをもって

೔⌮的に行ືすることがồめられている。ࡑして、

ᙼらは、බ平ᛶと文໬的ᛂ⟅ᛶをಁ進する。最後に、

教育的に実ຠᛶのあるࣜーࢲーたࡕは、ᙼらの学校

がᖖにᨵၿすることができるとಙじている。生ᚐの

学⩦に㛵するこれらの学校のࣥࣙࢪࣅをㄆ㆑し、か

れらの学校の᰾ᚰ的な౯್を真実のものとして⥔ᣢ

するために、教育ࣜーࢲー㐩は、自ศ自身とࡑの⫋

務をྵめた学校の全ての㡿ᇦを、学校ᨵၿに充当す

る。ᙼらは、創㐀的であり、ዧい❧つ力をもࡕ、学

校を一ேࡦとりの生ᚐが成長する場ᡤにするために、

₯ᅾ的なࣜスࢡや政治的な๪作⏝を஌り切る意思を

ᣢった不ᧉ不ᒅの変㠉当事者である。ᅗ 1 は �01�
年ᇶ準をこのような⌮論に㐺ྜさせる≧ἣをㄝ᫂し

ており、ࡑれࡒれのᇶ準㡯┠を番号で♧してある。 
�01� 年ᇶ準の୺たる↔Ⅼは経Ⴀ上のᙺ割に㛵す

るࣜーࢲーであるが、本ᇶ準は、実ຠᛶのあるࣜー

が経Ⴀ的なᙺ割の㡿ᇦだけをᑐ㇟とするࣉࢵࢩーࢲ

ものではないことをㄆ㆑している。実ຠᛶのある学

校のためのࣜーࢲーࣉࢵࢩの⫋務は、学校内の多く

のேࠎ、特に教ᖌによって㐙行され得る。経Ⴀ上の

ࣜーࢲーは学校全体のࣜーࢲーࣉࢵࢩをຠ果的に開

発し、実㊶する㔜要なᙺ割を₇じる。ᚑって、�01�
年ᇶ準は௚者のࣜーࢲーࣉࢵࢩ⬟力を育成する㔜要

ᛶを反ᫎするものである。 

�01� 年ᇶ準はどのように౑⏝され得るのか

�01� 年ᇶ準は、ᑓ㛛⫋ᇶ準の「ࣔࣝࢹ」であって、 
として実㊶ᐙに期ᚅするものを伝え、また実ࣝࢹࣔ

ຠᛶのあるࣜーࢲーの⫋務、品㉁、౯್に㛵してㅖ

機㛵、ᑓ㛛⫋ᅋ体、政治ᐙ、およࡧᅜẸ一⯡をᨭ᥼

するものである。ᇶ準は、実㊶の方ྥを┤᥋的に導

くとྠ᫬に、間᥋的に政治ᐙ、ᑓ㛛⫋ᅋ体およࡧᨭ

᥼ᅋ体の仕事を㏻して、一つの⨶㔪┙（FRPSDVV）と

なる。ᇶ準は、特ᐃの行ືを記㏙するものではない

が、特ᐃの⎔ቃや文⬦の中で、ᇶ準を㐺⏝すること

が最もຠ果的となるように、教育ࣜーࢲーࣉࢵࢩや

 。の⬟力開発に特ᐃの行ືを᥎ዡしているࡑ

ᅗ � は、ᑓ㛛⫋ᇶ準が、教育ࣜーࢲーࣉࢵࢩの実

㊶を導き、ࡑの成果をಁ進する手ἲに㛵する「行ື

に㛵する⌮論（WKHRU\� RI� DFWLRQ）」を♧している。こ

の行ືに㛵する⌮論は、これらのᑓ㛛⫋ᇶ準がいか

にຠ果的に౑⏝され得るかを♧すものでもある。ᇶ

準は第一に、教育ࣜーࢲーの実㊶のための期ᚅを作

りฟし、方ྥを♧すことによってᑓ㛛⫋の࣓ࣥバー

に┤᥋のᙳ㡪をཬࡰす。第஧に、教育ࣜーࢲーの㣴

成や⫋⬟開発に携わるᑓ㛛⫋ᅋ体やᨭ᥼機㛵のࢩス

テ࣒によってᑓ㛛⫋の࣓ࣥバーにᥦ౪される行ືや

ᨭ᥼をᙧ成することを助けることによって教育ࣜー

す。第୕に、ᑓ㛛ࡰに間᥋的なᙳ㡪をཬࣉࢵࢩーࢲ

⫋と、教育ࣜーࢲーの㣴成、චチ、⫋⬟開発、およ

ホ౯がྵまれるᑓ㛛⫋の実㊶に㛵㐃する政策やつࡧ

๎のᇶ♏をᥦ౪することによって教育ࣜーࢲーࢵࢩ

に間᥋的なᙳ㡪をもたらす。第ᅄに、ᇶ準はᅜẸࣉ
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らを௦表するᇶ準は、3 つの㛵㐃するᣓりから成り

❧っていると⌮ゎすることができる。

第一のᣓりは、࢝ࣜ࢟ࣗラ࣒、指導ཬࡧホ౯、お

よࡧ生ᚐのࢣアとᨭ᥼のコ࣑ࣗࢽティに㛵するもの

である。

第஧のᣓりは、学校のேᮦ、教⫋員のᑓ㛛⫋コ࣑

ティとの意味ある参ࢽコ࣑ࣗࡧティ、ᐙ᪘およࢽࣗ

画、ࡑして学校㐠Ⴀおよࡧ┘╩からなっている。

第୕のᣓりは、౑࿨、ࣥࣙࢪࣅཬࡧ౯್、೔⌮と

ᑓ㛛⫋上のつ⠊、およࡧබ平ᛶと文໬的ᛂ⟅ᛶから

なっている。

学校ᨵၿの㡿ᇦはす࡭てのᣓりに㛵ಀするもので

あり、௚のᣓりとඹに教育ࣜーࢲーࣉࢵࢩが生ᚐの

成⦼にいかにᙳ㡪を୚えているかに㛵する⌮論を反

ᫎするものである。

ᅗ 1 に♧されたように、中᰾では、教育ࣜーࢲー

が、安全なࢣア的かつᨭ᥼的な学校の学⩦コ࣑ࣗࢽ

ティをಁ進し、ཝ᱁な࢝ࣜ࢟ࣗラ࣒と指導ཬࡧホ౯

のࢩステ࣒をಁ進する᫬、生ᚐたࡕは学⩦する。こ

の⫋務のために教育ࣜーࢲーには、⤌⧊的なᨭ᥼の

。をᵓ⠏しᙉ໬することがồめられるࢡト࣡ーࢵࢿ

は、教⫋員のᑓ㛛⫋的な⬟力ࢡト࣡ーࢵࢿのࡑ

（FDSDFLW\）、教⫋員が学ࡧ業務を行うᑓ㛛⫋的コ࣑

およ、ࡳ⤌ティ、ᐙ᪘とコ࣑ࣗ஧ティとの取りࢽࣗ

学校の実ຠᛶのあるຠ⋡的な┘╩と㐠Ⴀからなっࡧ

ている。教育ࣜーࢲー㐩は、ࡑの⫋務の全てを、学

校の౑࿨、ࣥࣙࢪࣅ、およࡧ中᰾的な౯್によって、

᥎し進めている。ᙼらは、ᑓ㛛⫋的なᑛཝをもって

೔⌮的に行ືすることがồめられている。ࡑして、

ᙼらは、බ平ᛶと文໬的ᛂ⟅ᛶをಁ進する。最後に、

教育的に実ຠᛶのあるࣜーࢲーたࡕは、ᙼらの学校

がᖖにᨵၿすることができるとಙじている。生ᚐの

学⩦に㛵するこれらの学校のࣥࣙࢪࣅをㄆ㆑し、か

れらの学校の᰾ᚰ的な౯್を真実のものとして⥔ᣢ

するために、教育ࣜーࢲー㐩は、自ศ自身とࡑの⫋

務をྵめた学校の全ての㡿ᇦを、学校ᨵၿに充当す

る。ᙼらは、創㐀的であり、ዧい❧つ力をもࡕ、学

校を一ேࡦとりの生ᚐが成長する場ᡤにするために、

₯ᅾ的なࣜスࢡや政治的な๪作⏝を஌り切る意思を

ᣢった不ᧉ不ᒅの変㠉当事者である。ᅗ 1 は �01�
年ᇶ準をこのような⌮論に㐺ྜさせる≧ἣをㄝ᫂し

ており、ࡑれࡒれのᇶ準㡯┠を番号で♧してある。

�01� 年ᇶ準の୺たる↔Ⅼは経Ⴀ上のᙺ割に㛵す

るࣜーࢲーであるが、本ᇶ準は、実ຠᛶのあるࣜー

が経Ⴀ的なᙺ割の㡿ᇦだけをᑐ㇟とするࣉࢵࢩーࢲ

ものではないことをㄆ㆑している。実ຠᛶのある学

校のためのࣜーࢲーࣉࢵࢩの⫋務は、学校内の多く

のேࠎ、特に教ᖌによって㐙行され得る。経Ⴀ上の

ࣜーࢲーは学校全体のࣜーࢲーࣉࢵࢩをຠ果的に開

発し、実㊶する㔜要なᙺ割を₇じる。ᚑって、�01�
年ᇶ準は௚者のࣜーࢲーࣉࢵࢩ⬟力を育成する㔜要

ᛶを反ᫎするものである。

�01� 年ᇶ準はどのように౑⏝され得るのか

�01� 年ᇶ準は、ᑓ㛛⫋ᇶ準の「ࣔࣝࢹ」であって、

として実㊶ᐙに期ᚅするものを伝え、また実ࣝࢹࣔ

ຠᛶのあるࣜーࢲーの⫋務、品㉁、౯್に㛵してㅖ

機㛵、ᑓ㛛⫋ᅋ体、政治ᐙ、およࡧᅜẸ一⯡をᨭ᥼

するものである。ᇶ準は、実㊶の方ྥを┤᥋的に導

くとྠ᫬に、間᥋的に政治ᐙ、ᑓ㛛⫋ᅋ体およࡧᨭ

᥼ᅋ体の仕事を㏻して、一つの⨶㔪┙（FRPSDVV）と

なる。ᇶ準は、特ᐃの行ືを記㏙するものではない

が、特ᐃの⎔ቃや文⬦の中で、ᇶ準を㐺⏝すること

が最もຠ果的となるように、教育ࣜーࢲーࣉࢵࢩや

。の⬟力開発に特ᐃの行ືを᥎ዡしているࡑ

ᅗ � は、ᑓ㛛⫋ᇶ準が、教育ࣜーࢲーࣉࢵࢩの実

㊶を導き、ࡑの成果をಁ進する手ἲに㛵する「行ື

に㛵する⌮論（WKHRU\� RI� DFWLRQ）」を♧している。こ

の行ືに㛵する⌮論は、これらのᑓ㛛⫋ᇶ準がいか

にຠ果的に౑⏝され得るかを♧すものでもある。ᇶ

準は第一に、教育ࣜーࢲーの実㊶のための期ᚅを作

りฟし、方ྥを♧すことによってᑓ㛛⫋の࣓ࣥバー

に┤᥋のᙳ㡪をཬࡰす。第஧に、教育ࣜーࢲーの㣴

成や⫋⬟開発に携わるᑓ㛛⫋ᅋ体やᨭ᥼機㛵のࢩス

テ࣒によってᑓ㛛⫋の࣓ࣥバーにᥦ౪される行ືや

ᨭ᥼をᙧ成することを助けることによって教育ࣜー

す。第୕に、ᑓ㛛ࡰに間᥋的なᙳ㡪をཬࣉࢵࢩーࢲ

⫋と、教育ࣜーࢲーの㣴成、චチ、⫋⬟開発、およ

ホ౯がྵまれるᑓ㛛⫋の実㊶に㛵㐃する政策やつࡧ

๎のᇶ♏をᥦ౪することによって教育ࣜーࢲーࢵࢩ

に間᥋的なᙳ㡪をもたらす。第ᅄに、ᇶ準はᅜẸࣉ

� 

ࠝ㈨ᩱཬࡧゎ題ࠞ⡿ᅜにおける教育上のࣜーࢲーのᇶ準 

一⯡の、ᑓ㛛⫋にᑐする、政策にᑐする、また実㊶

にᙳ㡪をཬࡰす機㛵へのᨭ᥼にᑐする期ᚅを᫂☜な

ᙧにするものである。 
よりල体的にいえば、�01� 年ᇶ準は、ᕞ政ᗓやࣜ

ーࢲーࣉࢵࢩ㣴成ࢢࣟࣉラ࣒がࡑの内容を᫂らかに

し、⫋⬟開発を行う次のような事㡯の᱌内力

（JXLGLQJ IRUFH）となり得るものである。ࡑれは、教

育ࣜーࢲーが実際に学校で生ᚐに成ຌさせるために

ᚲ要とする特ᐃの▱㆑・ス࢟ ・ࣝᑓ㛛⫋࣐イࣥド（ᛶ

ྥ㸸GLVSRVLWLRQ）ཬࡑࡧの௚の特ᚩである。 

地ᇦによって異なる多様なᚲ要事㡯を⪃៖して、教

育ࣜーࢲーの⫋Ṕを㏻じて、すなわึࡕ期㣴成、ࣜ

࣓、ート（᥇⏝άື）、㞠⏝、入⫋（LQGXFWLRQ）ࣝࢡ

ホ౯、ᑓ㛛⫋生、ࡳに進（PHQWRULQJ）ࢢーࣜࣥࢱࣥ

ᾭ教育にいたる、ࣜーࢲーたࡕの⫋Ṕを㏻じて、ᦂ

るがない期ᚅを政策やࢢࣟࣉラ࣒がタᐃすることを

ಖ㞀するために、ᕞはᇶ準をά⏝することができる。

ᇶ準は、ࣜーࢲーࣉࢵࢩ⫋の開発やホ౯のために、

実㊶や成果の᧯作ྍ⬟ᛶを導くことができる。 
教育ࣜーࢲーの㌿⫋⋡の全ᅜ的な高さは、ࡑの⫋ 

ᨭ᥼ᶵ㛵ࢩࡢ
 ࣒ࢸࢫ
࣭㧗➼教育 
࣭ᇶ㔠 
࣭1*2 

ᑓ㛛⫋ 

ࡢ࣮ࢲ࣮ࣜ

ᇶ‽ 

 ࣮ࢲ࣮ࣜ

 ࣉࢵࢩ

ᐇ㊶ 

࣮ࢲ࣮ࣜ

 ࣉࢵࢩ

ᡂᯝ 

政⟇ 
࣭㣴ᡂ 
࣭චチ 
 ࣭㛤Ⓨ 
࣭ホ౯ 

ᅜẸ୍⯡ࡢᮇᚅ 

ᑓ㛛⫋ 

ᅋయ 

ᅗ㸰 ࣮ࣜࣉࢵࢩ࣮ࢲᐇ㊶࡜ᡂᯝ࡟㛵ࡿࡍᑓ㛛⫋ᇶ‽ࡢᙺ๭⌮論 

（1DWLRQDO 3ROLF\ %RDUG IRU (GXFDWLRQDO $GPLQLVWUDWLRQ� 3URIHVVLRQDO 6WDQGDUGV IRU 
(GXFDWLRQDO /HDGHUV� 13%($� �01�� S� 6�） 
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務の」㞧ᛶ、㈐௵、とどまらないࣕࢩࢵࣞࣉーの存

ᅾを♧しており、ࡑのような㌿⫋は生ᚐの学⩦にᚲ

要なᨵၿດ力を⬺⥺させている。一年┠のึ௵であ

うとも、教育ࣜーࢁうと、ᑓ㛛⫋の࣋テラࣥであࢁ

ーは、๻的に変໬しつつある⫋務で成ຌするためࢲ

の⥅⥆的なᨭ᥼をᚲ要としている。�01� 年ᇶ準で᫂

☜にした⫋務のᛶ㉁や品㉁は、教育ࣜーࢲーがࡑの

⫋務で༟㉺する⬟力を⥅⥆的に開発し⢭㘐すること

ができるように、高品㉁のᑓ㛛⫋⬟の開発機会にᑐ

してࡑのᇶ♏をᥦ౪している。 
ࣜーࢲーࣉࢵࢩのᇶ♏的原⌮として、�01� 年ᇶ準

は、中ኸᐁᗇのࣜーࢲーや学校協㆟会の⫋務につい

ても᝟ሗᥦ౪することができる。ᇶ準は、学校およ

のఱがࣉࢵࢩーࢲ学区ࣞ࣋ࣝの཮方においてࣜーࡧ

㔜要なのかを伝えている。ᇶ準は、中ኸᐁᗇのࣜー

のための開発とࣉࢵࢩーࢲーが学校ࣞ࣋ࣝのࣜーࢲ

ᨭ᥼とア࢝࢘ࣥࣜࣅࢱティのࢩステ࣒を開発する

「手引き」（JXLGH）のᙺ割を果たし、また生ᚐの฼

┈になるような方ἲで学校のࢽーࢬにᛂえるように

中ኸᐁᗇが機⬟することをಖ㞀している。 
最後に、�01� 年ᇶ準は、ࡑれをᇶに㛵㐃文᭩が開

発されることがྍ⬟な中ᚰ的な文᭩である。ᇶ準は

全⡿教育ࣜーࢲーࣉࢵࢩ㣴成ᇶ準（1DWLRQDO 
(GXFDWLRQDO /HDGHUVKLS 3UHSDUDWLRQ 6WDQGDUGV� 1(/3）、
前教育ࣜーࢲーࣉࢵࢩ編成協㆟会ᇶ準（(GXFDWLRQDO 
/HDGHUVKLS &RQVWLWXHQW FRXQFLO VWDQGDUGV� (/&&）およࡧ、

ㄆドࣞࣗࣅーࢭࣟࣉス（$FFUHGLWDWLRQ 5HYLHZ 3URFHVV）
を策ᐃする助けとなった。これらは、⇕意のある教

育ࣜーࢲーの㣴成と、ࡑれによって㣴成ࢢࣟࣉラ࣒

が教育者㣴成ㄆド協㆟会（&RXQFLO IRU WKH $FFUHGLWDWLRQ 
IRU (GXFDWLRQDO 3UHSDUDWLRQ� &$(3）からㄆドを受けよ

うとするࢭࣟࣉスとの指㔪となる。またᇶ準は、校

長を⟶⌮するேのための校長⟶⌮者ᑓ㛛⫋ᇶ準ࣔࢹ

ࣝ �01� のᇶ♏となる。 
 
教育ࣜーࢲーのためのᑓ㛛⫋ᇶ準 �01� は、㟼的な

文᭩であってはならない。ᑓ㛛⫋ᇶ準として、ᇶ準

は、ᐃ期的に見┤しされ、ᑓ㛛⫋の⫋務にᑐする変

໬する⌮ゎや期ᚅを正☜に反ᫎするようにᨵゞされ

、ばならない。ᇶ準の㐺⏝や実᪋≧ἣはὀどされࡡ

ᇶ準がᑓ㛛⫋に୚えるᙳ㡪と教育ࣜーࢲーࣉࢵࢩの

実㊶はホ౯されࡡばならない。実᪋については、検

討に್する特別の問題があり、ࡑの中にはᇶ準を学

校教育のࣞ࣋ࣝを㉸えてຠ果的に㐺⏝する問題、教

育上の地方ᛶや文⬦の問題、ࡑして経Ṕのẁ㝵の問

題が存ᅾする。ࡑの様なㄪᰝから得た▱㆑はᇶ準を

意味のある生きたものにし⥆けるためにᙺ❧つであ

 。うࢁ
 
学校と学区には、教育が今日とᑗ᮶にわたって┤

㠃するᣮᡓと機会に取り⤌ࡴために、௨前とは全く

㐪った実ຠᛶのあるࣜーࢲーがᚲ要である。�01� 年

ᇶ準は、生ᚐたࡕがᙼらの₯ᅾ⬟力の最高Ⅼに฿㐩

するのを助けてくれるேとして、㢗りにするような

㇏かなࣜーࢲーീについて᫂☜にするものである。

生ᚐたࡕはもはやᇶ準をᚅってはいられない。 
 
教育࣮ࣜࡢࡵࡓࡢ࣮ࢲᑓ㛛⫋ᇶ‽ࡢ����ᵓᡂ 

 

教育ࣜーࢲーのためのᑓ㛛⫋ᇶ準 �01� は、生ᚐた

の学業上の成ຌとᖾ福に㈉⊩しているとㄪᰝや実ࡕ

㊶が♧している⫋務に㛵する㡿ᇦ、品㉁、౯್を取

りᕳいてᵓ成されている。ྛᇶ準は、ࡑの特ᐃ㡿ᇦ

における実ຠᛶのある教育ࣜーࢲーの⫋務を⡆᫂に

ᐃ義௜けた題┠とㄝ᫂文が特Ⰽとなっている。ᇶ準

にྜ⮴するためにᚲ要な⫋務をヲしく㏙࡭た一㐃の

要⣲が、ᇶ準の次に᮶る。ྛᇶ準の要⣲のᩘは、ྵ

意する⫋務の特ᚩ的な次ඖを㏙࡭るためにᇶ準ẖに

異なっており、特ᐃのᇶ準の┦ᑐ的㔜要ᛶを意味す

るものではない。 
 
教育࣮ࣜࡢࡵࡓࡢ࣮ࢲᑓ㛛⫋ᇶ‽���� 

 

ᇶ準㸯 ౑࿨、ࣥࣙࢪࣅ、およࡧ中᰾となる౯  ್
実ຠᛶのある教育ࣜーࢲーは、ඹ有された౑࿨と

とࡦ高い品㉁の教育と、生ᚐ一ே、ࡧおよࣥࣙࢪࣅ

りの学問上の成ຌおよࡧᖾ福という᰾ᚰ的な౯್を

開発し、ၐ導し、実᪋する。 
実ຠᛶのあるࣜーࢲーは㸹 

D）一ேࡦとりの生ᚐの学問上の成ຌとᖾ福をಁ進す

るために、学校の教育上の౑࿨を発ᒎさせる。 
E）学校の教⫋員およࡧコ࣑ࣗࢽティと協ാし、㐺切
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務の」㞧ᛶ、㈐௵、とどまらないࣕࢩࢵࣞࣉーの存

ᅾを♧しており、ࡑのような㌿⫋は生ᚐの学⩦にᚲ

要なᨵၿດ力を⬺⥺させている。一年┠のึ௵であ

うとも、教育ࣜーࢁうと、ᑓ㛛⫋の࣋テラࣥであࢁ

ーは、๻的に変໬しつつある⫋務で成ຌするためࢲ

の⥅⥆的なᨭ᥼をᚲ要としている。�01� 年ᇶ準で᫂

☜にした⫋務のᛶ㉁や品㉁は、教育ࣜーࢲーがࡑの

⫋務で༟㉺する⬟力を⥅⥆的に開発し⢭㘐すること

ができるように、高品㉁のᑓ㛛⫋⬟の開発機会にᑐ

してࡑのᇶ♏をᥦ౪している。

ࣜーࢲーࣉࢵࢩのᇶ♏的原⌮として、�01� 年ᇶ準

は、中ኸᐁᗇのࣜーࢲーや学校協㆟会の⫋務につい

ても᝟ሗᥦ౪することができる。ᇶ準は、学校およ

のఱがࣉࢵࢩーࢲ学区ࣞ࣋ࣝの཮方においてࣜーࡧ

㔜要なのかを伝えている。ᇶ準は、中ኸᐁᗇのࣜー

のための開発とࣉࢵࢩーࢲーが学校ࣞ࣋ࣝのࣜーࢲ

ᨭ᥼とア࢝࢘ࣥࣜࣅࢱティのࢩステ࣒を開発する

「手引き」（JXLGH）のᙺ割を果たし、また生ᚐの฼

┈になるような方ἲで学校のࢽーࢬにᛂえるように

中ኸᐁᗇが機⬟することをಖ㞀している。

最後に、�01� 年ᇶ準は、ࡑれをᇶに㛵㐃文᭩が開

発されることがྍ⬟な中ᚰ的な文᭩である。ᇶ準は

全⡿教育ࣜーࢲーࣉࢵࢩ㣴成ᇶ準（1DWLRQDO 
(GXFDWLRQDO /HDGHUVKLS 3UHSDUDWLRQ 6WDQGDUGV� 1(/3）、
前教育ࣜーࢲーࣉࢵࢩ編成協㆟会ᇶ準（(GXFDWLRQDO
/HDGHUVKLS &RQVWLWXHQW FRXQFLO VWDQGDUGV� (/&&）およࡧ、

ㄆドࣞࣗࣅーࢭࣟࣉス（$FFUHGLWDWLRQ 5HYLHZ 3URFHVV）
を策ᐃする助けとなった。これらは、⇕意のある教

育ࣜーࢲーの㣴成と、ࡑれによって㣴成ࢢࣟࣉラ࣒

が教育者㣴成ㄆド協㆟会（&RXQFLO IRU WKH $FFUHGLWDWLRQ
IRU (GXFDWLRQDO 3UHSDUDWLRQ� &$(3）からㄆドを受けよ

うとするࢭࣟࣉスとの指㔪となる。またᇶ準は、校

長を⟶⌮するேのための校長⟶⌮者ᑓ㛛⫋ᇶ準ࣔࢹ

ࣝ �01� のᇶ♏となる。

教育ࣜーࢲーのためのᑓ㛛⫋ᇶ準 �01� は、㟼的な

文᭩であってはならない。ᑓ㛛⫋ᇶ準として、ᇶ準

は、ᐃ期的に見┤しされ、ᑓ㛛⫋の⫋務にᑐする変

໬する⌮ゎや期ᚅを正☜に反ᫎするようにᨵゞされ

、ばならない。ᇶ準の㐺⏝や実᪋≧ἣはὀどされࡡ

ᇶ準がᑓ㛛⫋に୚えるᙳ㡪と教育ࣜーࢲーࣉࢵࢩの

実㊶はホ౯されࡡばならない。実᪋については、検

討に್する特別の問題があり、ࡑの中にはᇶ準を学

校教育のࣞ࣋ࣝを㉸えてຠ果的に㐺⏝する問題、教

育上の地方ᛶや文⬦の問題、ࡑして経Ṕのẁ㝵の問

題が存ᅾする。ࡑの様なㄪᰝから得た▱㆑はᇶ準を

意味のある生きたものにし⥆けるためにᙺ❧つであ

。うࢁ

学校と学区には、教育が今日とᑗ᮶にわたって┤

㠃するᣮᡓと機会に取り⤌ࡴために、௨前とは全く

㐪った実ຠᛶのあるࣜーࢲーがᚲ要である。�01� 年

ᇶ準は、生ᚐたࡕがᙼらの₯ᅾ⬟力の最高Ⅼに฿㐩

するのを助けてくれるேとして、㢗りにするような

㇏かなࣜーࢲーീについて᫂☜にするものである。

生ᚐたࡕはもはやᇶ準をᚅってはいられない。

教育࣮ࣜࡢࡵࡓࡢ࣮ࢲᑓ㛛⫋ᇶ‽ࡢ����ᵓᡂ

教育ࣜーࢲーのためのᑓ㛛⫋ᇶ準 �01� は、生ᚐた

の学業上の成ຌとᖾ福に㈉⊩しているとㄪᰝや実ࡕ

㊶が♧している⫋務に㛵する㡿ᇦ、品㉁、౯್を取

りᕳいてᵓ成されている。ྛᇶ準は、ࡑの特ᐃ㡿ᇦ

における実ຠᛶのある教育ࣜーࢲーの⫋務を⡆᫂に

ᐃ義௜けた題┠とㄝ᫂文が特Ⰽとなっている。ᇶ準

にྜ⮴するためにᚲ要な⫋務をヲしく㏙࡭た一㐃の

要⣲が、ᇶ準の次に᮶る。ྛᇶ準の要⣲のᩘは、ྵ

意する⫋務の特ᚩ的な次ඖを㏙࡭るためにᇶ準ẖに

異なっており、特ᐃのᇶ準の┦ᑐ的㔜要ᛶを意味す

るものではない。

教育࣮ࣜࡢࡵࡓࡢ࣮ࢲᑓ㛛⫋ᇶ‽����

ᇶ準㸯 ౑࿨、ࣥࣙࢪࣅ、およࡧ中᰾となる౯್

実ຠᛶのある教育ࣜーࢲーは、ඹ有された౑࿨と

とࡦ高い品㉁の教育と、生ᚐ一ே、ࡧおよࣥࣙࢪࣅ

りの学問上の成ຌおよࡧᖾ福という᰾ᚰ的な౯್を

開発し、ၐ導し、実᪋する。

実ຠᛶのあるࣜーࢲーは㸹

D）一ேࡦとりの生ᚐの学問上の成ຌとᖾ福をಁ進す

るために、学校の教育上の౑࿨を発ᒎさせる。

E）学校の教⫋員およࡧコ࣑ࣗࢽティと協ാし、㐺切
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ࠝ㈨ᩱཬࡧゎ題ࠞ⡿ᅜにおける教育上のࣜーࢲーのᇶ準 

なࢹーࢱを౑⏝し、一ேࡦとりの子どもの成ຌする

学⩦と⬟力開発、およࡑࡧのような成ຌをಁ進する

ような指導と⤌⧊的な実㊶に㛵する学校のࣥࣙࢪࣅ

を発ᒎさせ、ಁ進させる。 
F）学校文໬をᐃ義௜け、子ども中ᚰの教育㸹高い期

ᚅと生ᚐへのᨭ᥼㸹බ平ᛶ、イࣥࣝࢡーࣈࢩ、およ

ಙ㢗㸹⥅⥆的なࡧア、およࢣ、社会正義㸹開ᨺᛶࡧ

ᨵၿ、の不ྍ㑊ᛶをᙉㄪするような᰾ᚰ的な౯್を

᫂☜にし、ၐ導し、育成する。 
G）学校のࣥࣙࢪࣅを㐩成するための行ືをᡓ␎的に

開発し、実᪋し、ࡑしてホ౯する。 
H）学校の౑࿨とࣥࣙࢪࣅを見┤し、ࡑれらを学校に

ᑐする変໬する期ᚅと機会にㄪᩚする。 
I）学校内およࡧコ࣑ࣗࢽティにおいて౑࿨、ࣙࢪࣅ

ࣥཬࡧ᰾ᚰ的な౯್にᑐするඹ有した⌮ゎとᛅ誠を

ᒎ開する。 
J） ࣜーࢲーࣉࢵࢩのあらࡺるഃ㠃から学校の౑࿨、

໬し、㏣ồࣝࢹ᰾ᚰ的な౯್をࣔࡧおよ、ࣥࣙࢪࣅ

する。 

ᇶ準㸰 ೔⌮とᑓ㛛⫋としてのつ⠊ 
実ຠᛶのある学校ࣜーࢲーは、一ேࡦとりの生ᚐ

の学問上の成ຌとᖾ福をಁ進するために、೔⌮的か

つᑓ㛛⫋つ⠊に๎って行ືする。 
実ຠᛶのあるࣜーࢲーは㸹 

D）ಶே的行ື、௚ேとの㛵ಀ、意思Ỵᐃ、学校㈨※

のㄏ導、およࡧ学校のࣜーࢲーࣉࢵࢩのあらࡺるഃ

㠃において೔⌮的かつᑓ㛛⫋的に行ືする。 
E）ᑓ㛛⫋つ⠊のᑛཝ、බ平ᛶ、㏱᫂ᛶ、ಙ㢗、協ാ、

ᚸ⪏、学⩦、およࡧ⥅⥆的なᨵၿにᚑって行ືし、

 。れらをಁ進するࡑ
F）子どもを教育の中ᚰに⨨き、一ேࡦとりの生ᚐの

学業上の成ຌとᖾ福にᑐする㈐௵を引き受ける。 
G）Ẹ୺୺義、ಶேの自⏤と㈐務、බ平、社会正義、

コ࣑ࣗࢽティ、およࡧ多様ᛶの౯್をᏲり、ಁ進す

る。 
H）ே間㛵ಀとコ࣑ࣗࢣࢽーࣥࣙࢩのス࢟ࣝ、社会的

－᝟⥴的なὝᐹ力、およࡧす࡭ての生ᚐと教⫋員の

⫼ᬒと文໬の⌮ゎをもって先導する。 
I）学校のࣔラࣝ上の方ྥᛶをᥦ౪し、教⫋員間にお

いて೔⌮的でᑓ㛛⫋的な行ືをಁ進する。 

ᇶ準㸱 බ平ᛶおよࡧ文໬的ᛂ⟅ᛶ 
実ຠᛶのある教育ࣜーࢲーは、一ேࡦとりの生ᚐ

の学問上の成ຌとᖾ福をಁ進するために、教育上の

機会のබ平ᛶと文໬的ᛂ⟅ᛶのためにດ力する。 
実ຠᛶのあるࣜーࢲーは㸹 

D）一ேࡦとりの生ᚐがබ平に、ᑛᩗされて、かつ一

ேࡦとりの生ᚐの文໬と文⬦への⌮ゎをもって、取

りᢅわれることをಖ㞀（HQVXUH）する。 
E）一ேࡦとりの生ᚐのᙉࡳ（VWUHQJWK）、多様ᛶ、お

よࡧ文໬を、指導と学⩦の㈨⏘としてㄆ㆑し、ᑛᩗ

し、᥇⏝する。 
F）一ேࡦとりの生ᚐは、実ຠᛶのある教ᖌ、学⩦機

会、学業上と社会的なᨭ᥼、およࡧ成ຌにᚲ要な௚

の㈨※へ平等に㏆࡙く手ẁ（DFFHVV）をᣢっている

ことをಖ㞀する。 
G）生ᚐにᑐᛂする方㔪を作り、生ᚐの不正行Ⅽを、

に、බ平で、かつ೫見のないែ度で指導ࣈティࢪ࣏

する。 
H）ே✀、㝵⣭、文໬およࡧゝㄒ、ᛶおよࡧᛶ的指ྥ

ᛶ、およࡧ㞀☀または特別の≧ែに㛵㐃した生ᚐの

࿘⦕໬（PDUJLQDOL]DWLRQ）、㈇を࣋ースとする教育、

およࡧపい期ᚅなどの制度上の೫見にྥかいྜって

修正する。 
I）ࣟࢢーバࣝ社会の多様な文໬的文⬦の中で、生ᚐ

が生⏘的に生き、㈉⊩するように準備を進める。 
J）௚ேとの┦஫行Ⅽ、意思Ỵᐃ、およࡧ実㊶におい

て、文໬的な⬟力とᛂ⟅ᛶをもって行Ⅽする。 
K）ࣜ ーࢲーࣉࢵࢩのあらࡺるഃ㠃において、බ平ᛶ

や文໬的ᛂ⟅ᛶの㔜要ᛶを㏙࡭る。 

ᇶ準㸲 ࢝ࣜ࢟ࣗラ࣒、指導、ཬࡧホ౯ 
実ຠᛶのある教育ࣜーࢲーは、一ேࡦとりの生ᚐ

の学問上の成ຌとᖾ福をಁ進するために、▱的なཝ

᱁さと࢝ࣜ࢟ࣗラ࣒、指導、およࡧホ౯の㤳ᑿ一㈏

したࢩステ࣒を開発し、ᨭ᥼する。 
実ຠᛶのあるࣜーࢲーは㸹 

D）学校の౑࿨、ࣥࣙࢪࣅ、およࡧ᰾ᚰ的な౯್をಁ

進し、生ᚐの学⩦にᑐする高い期ᚅをල⌧໬し、学

業上のᇶ準と㐃携し、また文໬的にᛂ⟅するような

࢝ࣜ࢟ࣗラ࣒、指導ཬࡧホ౯の㤳ᑿ一㈏したࢩステ

139
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࣒を実᪋する。 
E）生ᚐの学業上の成ຌ、学⩦をឡすること、学⩦者

のアイࣥࢹティティと⩦័（KDELWV）、およࡧ自身の

೺ᗣ感ぬをಁ進するために、学年内およࡧ学年を㉸

えた࢝ࣜ࢟ࣗラ࣒、指導、およࡧホ౯のࢩステ࣒と

㐃携し、ࡑれらに↔Ⅼ໬する。 
F）子どもの学⩦や発ᒎ、実ຠᛶのある教授学

（SHGDJRJ\）、およࡧ一ேࡦとりの生ᚐのࢽーࢬにつ

いての▱㆑と▩┪のない指導実㊶をಁ進する。 
G）▱的にᣮᡓ的なものであり、生ᚐの経験にᑐして

ಙࡎるに㊊るものであり、生ᚐのᙉࡳを▱るもので

あり、ศ別໬し、ಶே໬した指導上の実㊶をಖ㞀す

る。 
H）指導ཬࡧ学⩦をᥦ౪するにあたり、先進ᢏ術の有

ຠなά⏝をಁ進する。 
I）子どもの学⩦や成長に㛵する▱㆑およࡧホ౯のᢏ

術的ᇶ準と▩┪のない有ຠなホ౯を᥇⏝する。 
J）ホ౯ࢹーࢱを㐺切に౑⏝し、ᢏ術的㝈⏺をもって

はいるが生ᚐの成長をὀどし、指導をᨵၿする。 
 
ᇶ準㸳 ࢣアのコ࣑ࣗࢽティと生ᚐにᑐするᨭ᥼ 
実ຠᛶのある教育ࣜーࢲーは、一ேࡦとりの生ᚐ

の学問上の成ຌとᖾ福をಁ進するイࣥࣝࢡーࣈࢩで、

 。ティを育成するࢽアし、ᨭ᥼する学校コ࣑ࣗࢣ
実ຠᛶのあるࣜーࢲーは㸹 

D）一ேࡦとりの生ᚐの学業的、社会的、᝟⥴的、ࡑ

して身体的なࢽーࢬにྜ⮴した安全で、ࢣアし、೺

ᗣな学校⎔ቃを作り上げ、⥔ᣢする。 
E）一ேࡦとりの生ᚐが▱られており、受け入れられ、

大切にされ（YDOXHG）、ಙ㢗されてᑛᩗされ、ࢣアさ

れ、学校コ࣑ࣗࢽティのάື的な㈐௵ある࣓ࣥバー

であることをዡບされるような学校⎔ቃを創㐀し⥔

ᣢする。 
F）一ேࡦとりの生ᚐの学⩦上のࢽーࢬの⠊ᅖにྜ⮴

するように、学業上と社会的なᨭ᥼、ࢧーࣅス、課

外άື、およࡧ᪋タに㛵する㤳ᑿ一㈏したࢩステ࣒

をᥦ౪する。 
G）学業上の学⩦と✚ᴟ的な社会的で᝟⥴的な成長を

౯್あるものとしてᨭ᥼するような、大ேの生ᚐ、

生ᚐのྠ൉、学校コ࣑ࣗࢽティ㛵ಀをಁ進する。 
H）生ᚐの学校への参画と、✚ᴟ的な生ᚐ行ືを育成

し、ᙉ໬する。 
I）学校の学⩦⎔ቃに、学校コ࣑ࣗࢽティの文໬やゝ

ㄒをつぎ㎸ࡴ。 
 
ᇶ準㸴 学校教⫋員のᑓ㛛⫋的⬟力 
実ຠᛶのある教育ࣜーࢲーは、一ேࡦとりの生ᚐ

の学問上の成ຌとᖾ福をಁ進するために、学校の教

⫋員のᑓ㛛⫋⬟力と実㊶をఙばす。 
実ຠᛶのあるࣜーࢲーは㸹 

D）実ຠᛶがありࢣアのできる教ᖌや௚のᑓ㛛⫋スࢱ

ಖすると☜ࡧを᥇⏝、㞠⏝、ᨭ᥼、⬟力開発ཬࣇࢵ

ともに、ᙼらを教育上の実ຠᛶのある教授ᅋへとᙧ

成する。 
E）教⫋員の㌿⫋と引き⥅ぎに備え、⟶⌮し、また新

⫋員をຠ果的に入⫋させ（LQGXFWLRQ）、指導（࣓ࣥࢱ

 。PHQWRULQJ）するࢢࣥࣜ
F）ᑓ㛛⫋およࡧ成ே教育と開発に㛵する⌮ゎにもと

࡙いて、ಶࠎに異なる学⩦と成長の機会を㏻じて、

教⫋員࣓ࣥバーの▱㆑、ス࢟ࣝ、およࡧ実㊶の⬟力

開発をおこなう。 
G）一ேࡦとりの生ᚐが᝿ᐃした成果を㐩成するため

に、ಶேおよࡧ集ྜ的な教授⬟力の⥅⥆的なᨵၿを

ಁ進する。 
H）教⫋員の▱㆑、ス࢟ࣝ、およࡧ実㊶の⬟力開発を

ᨭ᥼するために、有ຠで、研究にᇶ࡙く┘╩およࡧ

ホ౯ࢩステ࣒を㏻じて、指導や௚のᑓ㛛⫋的実㊶に

㛵して、実行ྍ⬟な᝟ሗを㑏ඖする。 
I）最高ࣞ࣋ࣝのᑓ㛛⫋実㊶と⥅⥆的な学⩦とᨵၿに

ྥかって、教⫋員にᶒ㝈を୚えື機࡙けを行う。 
J）教ᖌのࣜーࢲーࣉࢵࢩおよࡧ学校コ࣑ࣗࢽティの

௚の࣓ࣥバーからのࣜーࢲーࣉࢵࢩのために、⬟力

と機会とᨭ᥼を発ᒎさせる。 
K）教⫋員のಶேおよࡧᑓ㛛⫋上の೺ᗣ、ᖾ福、およ

 。仕事とே生のバラࣥスをಁ進するࡧ
L）೺ᗣと仕事とே生のバラࣥスを⥔ᣢしながら、省

ᐹ、学⩦、およࡧᨵၿを㏻じて自ᕫ学⩦とຠ果にὀ

力する。 
 
ᇶ準7 教⫋員のためのᑓ㛛⫋的なコ࣑ࣗࢽティ 

実ຠᛶのあるࣜーࢲーは、一ேࡦとりの生ᚐの学

問上の成ຌとᖾ福をಁ進するために、教ᖌཬࡧ௚の
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࣒を実᪋する。 
E）生ᚐの学業上の成ຌ、学⩦をឡすること、学⩦者

のアイࣥࢹティティと⩦័（KDELWV）、およࡧ自身の

೺ᗣ感ぬをಁ進するために、学年内およࡧ学年を㉸

えた࢝ࣜ࢟ࣗラ࣒、指導、およࡧホ౯のࢩステ࣒と

㐃携し、ࡑれらに↔Ⅼ໬する。 
F）子どもの学⩦や発ᒎ、実ຠᛶのある教授学

（SHGDJRJ\）、およࡧ一ேࡦとりの生ᚐのࢽーࢬにつ

いての▱㆑と▩┪のない指導実㊶をಁ進する。 
G）▱的にᣮᡓ的なものであり、生ᚐの経験にᑐして

ಙࡎるに㊊るものであり、生ᚐのᙉࡳを▱るもので

あり、ศ別໬し、ಶே໬した指導上の実㊶をಖ㞀す

る。 
H）指導ཬࡧ学⩦をᥦ౪するにあたり、先進ᢏ術の有

ຠなά⏝をಁ進する。 
I）子どもの学⩦や成長に㛵する▱㆑およࡧホ౯のᢏ

術的ᇶ準と▩┪のない有ຠなホ౯を᥇⏝する。 
J）ホ౯ࢹーࢱを㐺切に౑⏝し、ᢏ術的㝈⏺をもって

はいるが生ᚐの成長をὀどし、指導をᨵၿする。 
 
ᇶ準㸳 ࢣアのコ࣑ࣗࢽティと生ᚐにᑐするᨭ᥼ 
実ຠᛶのある教育ࣜーࢲーは、一ேࡦとりの生ᚐ

の学問上の成ຌとᖾ福をಁ進するイࣥࣝࢡーࣈࢩで、

 。ティを育成するࢽアし、ᨭ᥼する学校コ࣑ࣗࢣ
実ຠᛶのあるࣜーࢲーは㸹 

D）一ேࡦとりの生ᚐの学業的、社会的、᝟⥴的、ࡑ

して身体的なࢽーࢬにྜ⮴した安全で、ࢣアし、೺

ᗣな学校⎔ቃを作り上げ、⥔ᣢする。 
E）一ேࡦとりの生ᚐが▱られており、受け入れられ、

大切にされ（YDOXHG）、ಙ㢗されてᑛᩗされ、ࢣアさ

れ、学校コ࣑ࣗࢽティのάື的な㈐௵ある࣓ࣥバー

であることをዡບされるような学校⎔ቃを創㐀し⥔

ᣢする。 
F）一ேࡦとりの生ᚐの学⩦上のࢽーࢬの⠊ᅖにྜ⮴

するように、学業上と社会的なᨭ᥼、ࢧーࣅス、課

外άື、およࡧ᪋タに㛵する㤳ᑿ一㈏したࢩステ࣒

をᥦ౪する。 
G）学業上の学⩦と✚ᴟ的な社会的で᝟⥴的な成長を

౯್あるものとしてᨭ᥼するような、大ேの生ᚐ、

生ᚐのྠ൉、学校コ࣑ࣗࢽティ㛵ಀをಁ進する。 
H）生ᚐの学校への参画と、✚ᴟ的な生ᚐ行ືを育成

し、ᙉ໬する。 
I）学校の学⩦⎔ቃに、学校コ࣑ࣗࢽティの文໬やゝ

ㄒをつぎ㎸ࡴ。 
 
ᇶ準㸴 学校教⫋員のᑓ㛛⫋的⬟力 
実ຠᛶのある教育ࣜーࢲーは、一ேࡦとりの生ᚐ

の学問上の成ຌとᖾ福をಁ進するために、学校の教

⫋員のᑓ㛛⫋⬟力と実㊶をఙばす。 
実ຠᛶのあるࣜーࢲーは㸹 

D）実ຠᛶがありࢣアのできる教ᖌや௚のᑓ㛛⫋スࢱ

ಖすると☜ࡧを᥇⏝、㞠⏝、ᨭ᥼、⬟力開発ཬࣇࢵ

ともに、ᙼらを教育上の実ຠᛶのある教授ᅋへとᙧ

成する。 
E）教⫋員の㌿⫋と引き⥅ぎに備え、⟶⌮し、また新

⫋員をຠ果的に入⫋させ（LQGXFWLRQ）、指導（࣓ࣥࢱ

 。PHQWRULQJ）するࢢࣥࣜ
F）ᑓ㛛⫋およࡧ成ே教育と開発に㛵する⌮ゎにもと

࡙いて、ಶࠎに異なる学⩦と成長の機会を㏻じて、

教⫋員࣓ࣥバーの▱㆑、ス࢟ࣝ、およࡧ実㊶の⬟力

開発をおこなう。 
G）一ேࡦとりの生ᚐが᝿ᐃした成果を㐩成するため

に、ಶேおよࡧ集ྜ的な教授⬟力の⥅⥆的なᨵၿを

ಁ進する。 
H）教⫋員の▱㆑、ス࢟ࣝ、およࡧ実㊶の⬟力開発を

ᨭ᥼するために、有ຠで、研究にᇶ࡙く┘╩およࡧ

ホ౯ࢩステ࣒を㏻じて、指導や௚のᑓ㛛⫋的実㊶に

㛵して、実行ྍ⬟な᝟ሗを㑏ඖする。 
I）最高ࣞ࣋ࣝのᑓ㛛⫋実㊶と⥅⥆的な学⩦とᨵၿに

ྥかって、教⫋員にᶒ㝈を୚えື機࡙けを行う。 
J）教ᖌのࣜーࢲーࣉࢵࢩおよࡧ学校コ࣑ࣗࢽティの

௚の࣓ࣥバーからのࣜーࢲーࣉࢵࢩのために、⬟力

と機会とᨭ᥼を発ᒎさせる。 
K）教⫋員のಶேおよࡧᑓ㛛⫋上の೺ᗣ、ᖾ福、およ

 。仕事とே生のバラࣥスをಁ進するࡧ
L）೺ᗣと仕事とே生のバラࣥスを⥔ᣢしながら、省

ᐹ、学⩦、およࡧᨵၿを㏻じて自ᕫ学⩦とຠ果にὀ

力する。 
 
ᇶ準7 教⫋員のためのᑓ㛛⫋的なコ࣑ࣗࢽティ 

実ຠᛶのあるࣜーࢲーは、一ேࡦとりの生ᚐの学

問上の成ຌとᖾ福をಁ進するために、教ᖌཬࡧ௚の
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ᑓ㛛⫋スࣇࢵࢱのᑓ㛛⫋コ࣑ࣗࢽティをಁ進する。 
実ຠᛶのあるࣜーࢲーは㸹 

D）実ຠᛶのあるᑓ㛛⫋開発、実㊶、生ᚐの学⩦をಁ

進する教ᖌཬࡧ௚のᑓ㛛⫋スࣇࢵࢱのためのປാ⎔

ቃを開発する。 
E）学校の౑࿨、ࣥࣙࢪࣅ、ཬࡧ᰾ᚰ的な౯್にᇶ࡙

いて、一ேࡦとりの生ᚐの学業的、社会的、᝟⥴的、

身体的なࢽーࢬに㐺ྜするために、教⫋員の集ᅋ的

㈐務としてᶒ㝈委ㆡを行い、委௵する。 
F）ඹ有されたࣥࣙࢪࣅ、┠ᶆ、ࡑして子どもの全ே

的教育（ZKROH HGXFDWLRQ）に㛵ಀする┠的、すなわ

、㊶ᑓ㛛⫋的⫋務への高い期ᚅ、බ平で平等な実、ࡕ

ಙ㢗と開かれたᑐ話、協ാ、集ྜ的なຠ⋡ᛶ、およ

ࡳ⤌的で⤌⧊だった学⩦とᨵၿ、などの取り⥆⥅ࡧ

とᛅ誠のᑓ㛛⫋文໬をᵓ⠏し、⥔ᣢする。 
G）一ேࡦとりの子どもの成ຌと学校全体としてのຠ

果のために、教ᖌと௚のᑓ㛛⫋スࣇࢵࢱ間での┦஫

ア࢝࢘ࣥࣜࣅࢱティをಁ進する。 
H）ᑓ㛛⫋的な⬟力（SURIHVVLRQDO FDSDFLW\）と実㊶の

ᨵၿをಁ進するために、開ᨺ的で、生⏘的で、ࢣア

する、ࡑしてࣜーࢲーと教ᖌཬࡧスࣇࢵࢱ間のಙ㢗

ᛶのあるປാ㛵ಀを開発し、ᨭ᥼する。 
I）教ᖌとスࣇࢵࢱとの協ാ的なᑓ㛛⫋的学⩦のため

の仕事にᇙめ㎸まれた機会をࢨࢹイࣥし、実᪋する。 
J）実㊶、ྠ ൉ᛶによるࣇィードバࢡࢵ、およࡧ集ྜ

的な学⩦についての協ാ的な検ドの機会をᥦ౪する。 
K）教育ࢢࣟࣉラ࣒と実㊶について、教ᖌ୺導のᨵၿ

を᥎ዡする。 
 
ᇶ準㸶 ᐙ᪘とコ࣑ࣗࢽティの意味のある参画 
実ຠᛶのある教育ࣜーࢲーは、一ேࡦとりの生ᚐ

の学問上の成ຌとᖾ福をಁ進するために、ᐙ᪘やコ

ティを意味のある、஫恵的で、┦஫に有┈なࢽ࣑ࣗ

方ἲに参画させる。 
実ຠᛶのあるࣜーࢲーは㸹 

D）ᐙ᪘やコ࣑ࣗࢽティ࣓ࣥバーへ㏆࡙くことができ、

᥋触ྍ⬟で、Ḽ迎される。 
E）生ᚐたࡕの฼┈のために、ᐙ᪘やコ࣑ࣗࢽティと

の✚ᴟ的、協ാ的、生⏘的な㛵ಀを創㐀し、⥔ᣢす

る。 
F）学校、生ᚐ、ࢽーࢬ、問題、およࡧ業⦼に㛵㐃し

て、ᐙ᪘やコ࣑ࣗティとᐃ期的で、開ᨺ的で、཮方

ྥの会話に参画する。 
G）コ࣑ࣗࢽティのᙉさやࢽーࢬを⌮ゎし、生⏘的な

㛵ಀを開発し、学校のための㈨※としてのコ࣑ࣗࢽ

ティに参画するために、コ࣑ࣗࢽティにおける存ᅾ

感を⥔ᣢする。 
H）学校の内外での生ᚐの学⩦をᨭ᥼するために、ᐙ

᪘と協ാする手ẁを学校コ࣑ࣗࢽティに創る。 
I）生ᚐの学⩦や学校ᨵၿをಁ進するために、コ࣑ࣗ

して政治的な㈨ࡑ、ティの文໬的、社会的、▱的ࢽ

※を⌮ゎし、౯್あるものとし、取り入れる。 
J）ᐙ᪘やコ࣑ࣗࢽティにとっての㈨※となるような

学校を発ᒎさせᥦ౪する。 
K）学校およࡧ学区のために、教育と生ᚐのࢽーࢬお

よࡧඃ先事㡯の㔜要ᛶをᐙ᪘やコ࣑ࣗࢽティにၐ導

する。 
L）生ᚐ、ᐙ᪘、およࡧコ࣑ࣗࢽティのࢽーࢬやඃ先

事㡯をᅜẸ一⯡にၐ導する。 
M）学校ᨵၿと生ᚐの学⩦をಁ進するために、ᅜẸ一

⯡や私的部㛛との生⏘的なඹྠ㛵ಀをᵓ⠏し、⥔ᣢ

する。 
ᇶ準㸷 㐠Ⴀおよࡧ⟶⌮ 
実ຠᛶのある教育ࣜーࢲーは学校㐠Ⴀと㈨※を、

一ேࡦとりの生ᚐの学問上の成ຌとᖾ福をಁ進する

ために⟶⌮する。 
実ຠᛶのあるࣜーࢲーは㸹 

D）学校の౑࿨とࣥࣙࢪࣅをಁ進するための㐠Ⴀと⟶

 。ステ࣒を⤌⧊໬し、⟶⌮し、ὀどするࢩ⌮
E）一ேࡦとりの生ᚐの学⩦ࢽーࢬにᑐᛂするために、

ᡓ␎的にேᮦを⟶⌮し、教ᖌや⫋員をᙼらのᑓ㛛⫋

的な⬟力（SURIHVVLRQDO FDSDFLW\）を最大໬するような

ᙺ割や㈐務に௜ける。 
F）࢝ ࣜ࢟ࣗラ࣒、指導、ホ౯㸹生ᚐの学⩦コ࣑ࣗࢽ

ティ㸹ᑓ㛛的⬟力とコ࣑ࣗࢽティ㸹ᐙ᪘とコ࣑ࣗࢽ

ティの参画をᨭ᥼するために、㈈政的、身体的、お

よࡧ௚の㈨※を᥈ồし、⋓得し、⟶⌮する。 
G）ຠ果的なண⟬⤌ࡳと会計実㊶を行い、学校の㔠㖹

的、非㔠㖹的㈨※の㈐௵ある、೔⌮的な、ㄝ᫂㈐௵

のある先導者である。 
H）教ᖌと௚の⫋員の仕事と学⩦をጉᐖするものから

ᙼらをᏲる。 
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I）㐠Ⴀと⟶⌮の品㉁とຠ⋡ᛶをᨵၿするためにテࢡ

ノࣟࢪーを᥇⏝する。 
J）教ᐊや学校のᨵၿにとって実行ྍ⬟な᝟ሗを伝㐩

するために、ࢹーࢱとᑐ話のࢩステ࣒を開発し、⥔

ᣢする。 
K）学校コ࣑ࣗࢽティを▱り、ࡑの要ㄳにᛂじ、学校

コ࣑ࣗࢽティが生ᚐの成ຌをಁ進するために、学区、

ᕞ、およࡧ㐃㑥のἲᚊ、ᶒ฼、政策、およࡧつ๎を

⌮ゎするのを助ける。 
L）㈨※ᥦ౪者との㛵ಀをᵓ⠏、⟶⌮し、ᙼらと学校

の⫋員ເ集⟶⌮や࢝ࣜ࢟ࣗラ࣒や指導ㄝ᫂事務を⤖

 。つけるࡧ
M）中ኸᐁᗇや学校協㆟会との生⏘的な㛵ಀを開発し、

⟶⌮する。 
N）生ᚐ、教⫋員、ࣜ ーࢲー、ᐙ᪘、およࡧコ࣑ࣗࢽ

ティ間のもめごとをබ平、平等に⟶⌮するࢩステ࣒

を開発し、⟶⌮する。 
O）࢞ バࣥࢼスࢭࣟࣉスと、内外の࣏ࣜティࢡスを⟶

⌮して学校の౑࿨とࣥࣙࢪࣅの㐩成に仕ྥける。 
 
ᇶ準㸯㸮 学校ᨵၿ 
実ຠᛶのある教育ࣜーࢲーは、一ேࡦとりの生ᚐ

の学問上の成ຌとᖾ福をಁ進するために、⥅⥆的な

ᨵၿの実᪋୺体として行Ⅽする。 
 実ຠᛶのあるࣜーࢲーは㸹 
D）学校を、一ேࡦとりの生ᚐ、教⫋員、ᐙ᪘、およ

ティにとってよりຠ果的にすることを㏣ࢽコ࣑ࣗࡧ

ồする。 
E）ࣥࣙࢪࣅを㐩成し、౑࿨を完㐙し、学校の᰾ᚰ的

な౯್をಁ進するために、⥅⥆的なᨵၿの手ἲを౑

う。 
F）ᨵၿ、準備のಁ進、ᨵၿへの⥭ᛴᛶ、┦஫のㄋ約

とㄝ᫂㈐௵をしࡳこませること、ᨵၿを成ຌさせる

ための▱㆑、ス࢟ࣝ、ື機௜けの開発、の準備を学

校やコ࣑ࣗࢽティにさせる。 
G）⥅⥆的な学校およࡧ教ᐊのᨵၿのために、ドᣐに

ᇶ࡙くㄪᰝ、学⩦、ᡓ␎的┠ᶆタᐃ、企画、実᪋、

およࡧホ౯の進行中のࢭࣟࣉスに௚者を参画させる。 
H）ᨵၿへの≧ἣ㐺ᛂ的ᡓ␎を᥇⏝する。ࡑのᡓ␎に

は、変㠉的で、ᑡしࡎつ㐺⏝していくアࣟࣉーࢳ、

およࡧ実᪋の異なるഃ㠃へのὀどをྵࡴ。 

I）ฟ⌧する教育のഴྥや、学校およࡑࡧのᨵၿのた

めの研究が見ฟしたものの౯್や㐺⏝ྍ⬟ᛶをホ౯

する⫋員の⬟力を開発し、ホ౯する。 
J）ᢏ術的に㐺切なࢹーࢱ཰集、⟶⌮、ศᯒ、౑⏝の

ステ࣒を開発し、企画、実᪋、┘ど、㑏ඖ、およࢩ

、ホ౯のために学区事務ᡤや外部協力者にᑐしてࡧ

ᚲ要にᛂじてࡑのࢩステ࣒を⤖ࡧつける。 
K）全体を見㏻すࢩステ࣒を᥇⏝し、ᨵၿのດ力やあ

らࡺるഃ㠃の学校⤌⧊、ࢢࣟࣉラ࣒、およࢧࡧーࣅ

スの間の一㈏ᛶをಁ進する。 
L）不安、ࣜスࢡ、➇ྜする᪋策、変໬の࣏ࣜティࢡ

スをຬẼとᚸ⪏をもって⟶⌮し、ᨭ᥼と激ບを㏦り、

ᨵၿດ力のᚲ要ᛶ・ࢭࣟࣉス・成果について࢜ーࣉ

ࣥにᑐ話する。 
M）教⫋員間に指導力（JXLGLQJ IRUFH）、実験、ᨵၿに

ྥけたࣜーࢲーࣉࢵࢩを開発・ಁ進し、ᨵၿを開ጞ

し、実᪋する。 
 

����ᖺᇶ‽సᡂ࣓࣮ࣥࣂ 

 

,6//&άᛶ㐠Ⴀ委員会 

委員は ,6//& ᭦新㐠Ⴀ委員会の作業を┘╩し、ㄪᩚ

した。 
&LEXOND� -�    （&$(3） 

  0XUSK\� -�     （バࣥࢲーࣝࣅト大学） 
  3RGD� -�       （&&662） 

<RXQJ� 0�     （8&($） 
 

ᇶ準᭦新ࢡ࢙ࢪࣟࣉト委員会 
当委員会は教育上のࣜーࢲーࣉࢵࢩに㛵する⥴研究

をࣞࣗࣅーし、ࡑれと実㊶▱㆑委員会が見ฟしたも

のとを⤫ྜし、,6//&�00�の修正つᐃ᱌を作成した。 
୺ᖍ 0XUSK\� -� （バࣥࢲーࣝࣅト大学）、 
௚ 6  ྡ

 
実㊶▱㆑委員会 
当委員会は、⌧⫋の学校ࣜーࢲーからの学校ࣜーࢲ

ーࣉࢵࢩに㛵する意見やほᐹを཰集する࡭くࣝࢢー

 。άືとㄪᰝを行ったࣉ
୺ᖍ 2UU� 0�7�（バࣥࢡ・ストࣜート大学）、 
௚ �  ྡ
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I）㐠Ⴀと⟶⌮の品㉁とຠ⋡ᛶをᨵၿするためにテࢡ

ノࣟࢪーを᥇⏝する。 
J）教ᐊや学校のᨵၿにとって実行ྍ⬟な᝟ሗを伝㐩

するために、ࢹーࢱとᑐ話のࢩステ࣒を開発し、⥔

ᣢする。 
K）学校コ࣑ࣗࢽティを▱り、ࡑの要ㄳにᛂじ、学校

コ࣑ࣗࢽティが生ᚐの成ຌをಁ進するために、学区、

ᕞ、およࡧ㐃㑥のἲᚊ、ᶒ฼、政策、およࡧつ๎を

⌮ゎするのを助ける。 
L）㈨※ᥦ౪者との㛵ಀをᵓ⠏、⟶⌮し、ᙼらと学校

の⫋員ເ集⟶⌮や࢝ࣜ࢟ࣗラ࣒や指導ㄝ᫂事務を⤖

 。つけるࡧ
M）中ኸᐁᗇや学校協㆟会との生⏘的な㛵ಀを開発し、

⟶⌮する。 
N）生ᚐ、教⫋員、ࣜ ーࢲー、ᐙ᪘、およࡧコ࣑ࣗࢽ

ティ間のもめごとをබ平、平等に⟶⌮するࢩステ࣒

を開発し、⟶⌮する。 
O）࢞ バࣥࢼスࢭࣟࣉスと、内外の࣏ࣜティࢡスを⟶

⌮して学校の౑࿨とࣥࣙࢪࣅの㐩成に仕ྥける。 
 
ᇶ準㸯㸮 学校ᨵၿ 
実ຠᛶのある教育ࣜーࢲーは、一ேࡦとりの生ᚐ

の学問上の成ຌとᖾ福をಁ進するために、⥅⥆的な

ᨵၿの実᪋୺体として行Ⅽする。 
 実ຠᛶのあるࣜーࢲーは㸹 
D）学校を、一ேࡦとりの生ᚐ、教⫋員、ᐙ᪘、およ
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とㄝ᫂㈐௵をしࡳこませること、ᨵၿを成ຌさせる
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ステ࣒を開発し、企画、実᪋、┘ど、㑏ඖ、およࢩ
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スをຬẼとᚸ⪏をもって⟶⌮し、ᨭ᥼と激ບを㏦り、

ᨵၿດ力のᚲ要ᛶ・ࢭࣟࣉス・成果について࢜ーࣉ

ࣥにᑐ話する。 
M）教⫋員間に指導力（JXLGLQJ IRUFH）、実験、ᨵၿに

ྥけたࣜーࢲーࣉࢵࢩを開発・ಁ進し、ᨵၿを開ጞ

し、実᪋する。 
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した。 
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  0XUSK\� -�     （バࣥࢲーࣝࣅト大学） 
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ᇶ準᭦新ࢡ࢙ࢪࣟࣉト委員会 
当委員会は教育上のࣜーࢲーࣉࢵࢩに㛵する⥴研究

をࣞࣗࣅーし、ࡑれと実㊶▱㆑委員会が見ฟしたも

のとを⤫ྜし、,6//&�00�の修正つᐃ᱌を作成した。 
୺ᖍ 0XUSK\� -� （バࣥࢲーࣝࣅト大学）、 
௚ 6  ྡ

 
実㊶▱㆑委員会 
当委員会は、⌧⫋の学校ࣜーࢲーからの学校ࣜーࢲ

ーࣉࢵࢩに㛵する意見やほᐹを཰集する࡭くࣝࢢー

 。άືとㄪᰝを行ったࣉ
୺ᖍ 2UU� 0�7�（バࣥࢡ・ストࣜート大学）、 
௚ �  ྡ

1� 

ࠝ㈨ᩱཬࡧゎ題ࠞ⡿ᅜにおける教育上のࣜーࢲーのᇶ準 

 
ἲつ委員会 
当委員会は、ྛᕞにおける学校ࣜーࢲーࣉࢵࢩに㛵

わるἲつをㄪᰝした。 
  ୺ᖍ 0F&DUWK\� 0� （ラࣚラ・࣓ࣜー࣐࢘ࣥト

大学）、 ௚ �  ྡ
 
手ẁࢡ࢙ࢪࣟࣉト委員会 
当委員会は、ࣜーࢲーࣉࢵࢩᇶ準の実᪋をᨭ᥼する

手ẁをㄪᰝ、⵳✚し、ࣜーࢲーࣉࢵࢩに㛵する᝟ሗ

やいかにࡑれを実᪋するかに㛵する᝟ሗをᬑཬさせ

るための㏣加的な手ẁを♧၀した。 
  ୺ᖍ 'LFNVRQ� 6� （ࣘࢱᕞ教育ᗇ）、௚ �  ྡ
 
ᇶ準作成作業ࣝࢢー  ࣉ
�01� 年∧ᇶ準を創㐀するために、ࣜ ーࢲーࣉࢵࢩᇶ

準のⲡ᱌やྛ委員会の作業⤖果を౑⏝した。 
  ඹྠ୺ᖍ +XWWRQ� %� （1$663� 
  ඹྠ୺ᖍ %HUU\� -�   （1&3($） ௚ 11  ྡ
 
⿵助࣓ࣥバー &&662 より �  ྡ
㻌

䛂ゎ㢟䛃䛾ᘬ⏝ᩥ⊩㻌

὾田博文「ア࣓ࣜ࢝における学校⟶⌮⫋のための㈨

㉁⬟力ᇶ準 ,̿6//& スࢲࣥࢱード̿」ᑠ島ᘯ㐨編

『外ᅜにおける学校経Ⴀᨵ㠉のືྥ̿自ᚊ的学校

経Ⴀと教員㣴成のᨵ㠉に㛵する㈨ᩱ－』平成 10
年度⟃Ἴ大学教育学⣔特別研究㈝「世⏺の学校経

Ⴀᨵ㠉の論Ⅼ」研究ሗ࿌᭩、1��� 年、3�11 㡫 
村上⣧一「࣐ࣗࢳࢼーࢶࢵࢭᕞの教育指導者ᑓ㛛⫋

ᇶ準ᨵᐃ」『⡿ᅜにおけるබඹ⟶⌮ࢩステ࣒の㌿᥮

と学校指導者㣴成ࢩステ࣒の変容』研究௦表大᱈

ᩄ行、平成 �0 年度㹼平成 �� 年度໬学研究㈝⿵助

㔠（ᇶ┙研究（&））、�011 年、����0 㡫 
大➉᫴࿃「ア࣓ࣜ࢝の学校⟶⌮⫋㣴成制度に㛵する

研究̿1��0 年௦の⩦័㐃携事業における⤫一的

つ準の開発を中ᚰに̿」『教育制度学研究』第 �
号、�001 年、�����3� 㡫 

大➉᫴࿃「ア࣓ࣜ࢝のスࢡーࣝࣜーࢲーᑓ㛛⫋ᇶ準

開発のືྥ̿1��0 年௦௨㝆の研究者ᅋ体のᙺ割

にὀ┠して－」日本教育経Ⴀ学会実㊶᥎進委員会

編『次世௦スࢡーࣝࣜーࢲーのための「校長のᑓ

㛛⫋ᇶ準」』ⰼ᭩院、�01� 年、1���16� 㡫 
大㔝⿱ᕫ「⡿ᅜにおける校長㣴成の制度ᒎ開」、『「校

長のᑓ㛛⫋ᇶ準」を㋃まえたスࢡーࣝࣜーࢲー教

育のྍ⬟ᛶ』研究௦表∵Ώ῟、平成 �� 年度㹼平成

�� 年度科学研究㈝⿵助㔠（ᇶ┙研究（%））、�016
年、31��6 㡫 

ᰘ田⪽ྐ「1&/% ἲ௨㝆の学校⟶⌮⫋㣴成・ホ౯ࢩ

ステ࣒の変容」໭㔝⛅⏨・ྜྷ ⰋⰋ・大᱈ᩄ行編『ア

࣓ࣜ࢝教育ᨵ㠉の最前⥺̿頂Ⅼへの➇த－』 
 学術ฟ∧会、�01� 年、1���1�1 㡫 
'DUOLQJ�+DPPRQG� /�� 2USKDQRV� 6�� /DSRLQWH� 0�� 

:HHNV� 6� Leadership Development in California.  
6WDQIRUG 8QLYHUVLW\� �006� � 

,QWHUVWDWH 6FKRRO /HDGHUV /LFHQVXUH &RQVRUWLXP� ,6//&� 
Standards for School Leaders. &RXQFLO RI &KLHI 6WDWH 
2IILFHUV� 1��6 

1DWLRQDO &RPPLVVLRQ RQ ([FHOOHQFH LQ (GXFDWLRQ� A 
Nation at Risk: The Imperatives for Educational 
Reform. 1&((� 1��3 

1DWLRQDO 3ROLF\ %RDUG IRU (GXFDWLRQDO $GPLQLVWUDWLRQ� 
Educational Leadership Policy Standards: ISLLC 2008. 
&RXQFLO RI &KLHI 6WDWH 2IILFHUV� �00� 

1DWLRQDO 3ROLF\ %RDUG IRU (GXFDWLRQDO $GPLQLVWUDWLRQ�㻌
Professional Standards for Educational Leaders. 
13%($� �01� 

 
ཧ⪃ᩥ⊩㻌

⢭㑅ᩥࡓࢀࡉ⊩┠㘓  
⥲ᩘ 6� ௳ （ⱥ文で記㍕） 

$GDPV� &� 0�� )RUV\WK� 3� %�� 	 0LWFKHOO� 5� 0� “7KH 
IRUPDWLRQ RI SDUHQW�VFKRRO WUXVW� $ PXOWLOHYHO DQDO\VLV�” 
Educational Administration Quarterly� 9RO���� 1R�1� 
�00�� ��33 

%HFN� /� *� Reclaiming educational administration as a 
caring profession� 1HZ <RUN� 1<� 7HDFKHUV &ROOHJH 
3UHVV 1��� 

%HUNRYLFK� ,�� 	 (\DO� 2� “(GXFDWLRQDO OHDGHUV DQG 
HPRWLRQV� $Q LQWHUQDWLRQDO UHYLHZ RI HPSLULFDO 
HYLGHQFH 1�����01��” Review of Educational Research� 
9RO���� 1R�1� �01�� 1���16� 
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%RJRWFK� ,� (� “(GXFDWLRQDO OHDGHUVKLS DQG VRFLDO MXVWLFH� 
3UDFWLFH LQWR WKHRU\�” Journal of School Leadership� 
9RO�1�� 1R��� �00�� 13��1�6 

%URRNV� -� 6�� -HDQ�0DULH� *�� 1RUPRUH� $�� 	 +RGJLQV� '� 
“'LVWULEXWHG OHDGHUVKLS IRU VRFLDO MXVWLFH� ([SORULQJ 
KRZ LQIOXHQFH DQG HTXLW\ DUH VWUHWFKHG RYHU DQ XUEDQ 
KLJK VFKRRO�” Journal of School Leadership� 9RO�1�� 
1R��� �00�� 3����0� 

%URRNV� -� 6�� 6FULEQHU� -� 3�� 	 (IHUDNRUKR� -� “7HDFKHU 
OHDGHUVKLS LQ WKH FRQWH[W RI ZKROH VFKRRO UHIRUP�” 
Journal of School Leadership� 9RO�1�� 1R�3� �00�� 
�����6� 

%URZQ� .� 0�� %HQNRYLW]� -�� 0XWWLOOR� $� -�� 	 8UEDQ� 7� 
“/HDGLQJ VFKRROV RI H[FHOOHQFH DQG HTXLW\� 
'RFXPHQWLQJ HIIHFWLYH VWUDWHJLHV LQ FORVLQJ 
DFKLHYHPHQW JDSV�” Teachers College Record� 9RO�113� 
1R�1� �011� ����6 

%U\N� $� 6�� 6HEULQJ� 3� %�� $OOHQVZRUWK� (�� /XSSHVFX� 6�� 
	 (DVWRQ� -� Organizing schools for improvement: 
Lessons from Chicago. &KLFDJR� ,/� 8QLYHUVLW\ RI 
&KLFDJR 3UHVV� �010 

%U\N� $� 6�� 	 6FKQHLGHU� %� Trust in schools: A core 
resource for improvement� 1HZ <RUN� 1<� 5XVVHOO 
6DJH� �00� 

&DLUQH\� 7 +� “%H\RQG WKH FODVVURRP ZDOOV� 7KH 
UHGLVFRYHU\ RI WKH IDPLO\ DQG FRPPXQLW\ DV SDUWQHUV LQ 
HGXFDWLRQ�” Educational Review� 9RO���� 1R��� �000� 
163�1�� 

&RRSHU� &� :� “3HUIRUPLQJ FXOWXUH ZRUN LQ 
GHPRJUDSKLFDOO\ FKDQJLQJ VFKRROV� ,PSOLFDWLRQV IRU 
H[SDQGLQJ WUDQVIRUPDWLYH OHDGHUVKLS IUDPHZRUNV�” 
Educational Administration Quarterly� 9RO���� 1R��� 
�00�� 6������ 

&RVQHU� 6� “6XSSRUWLQJ WKH LQLWLDWLRQ DQG HDUO\ 
GHYHORSPHQW RI HYLGHQFH�EDVHG JUDGH�OHYHO 
FROODERUDWLRQ LQ XUEDQ HOHPHQWDU\ VFKRROV� .H\ UROHV 
DQG VWUDWHJLHV RI SULQFLSDOV DQG OLWHUDF\ FRRUGLQDWRUV�” 
Urban Education� 9RO��6� 1R��� �011� ��6���� 

'UDJR�6HYHUVRQ� (� Helping teachers learn: Principal 
leadership for adult growth and development. 
7KRXVDQG 2DNV� &$� &RUZLQ� �00� 

'UDJR�6HYHUVRQ� (� “1HZ RSSRUWXQLWLHV IRU SULQFLSDO 
OHDGHUVKLS� 6KDSLQJ VFKRRO FOLPDWHV IRU HQKDQFHG 
WHDFKHU GHYHORSPHQW�” Teachers College Record� 
9RO�11�� 1R�3� �01�� 1��� 

(QRPRWR� (� “1HJRWLDWLQJ WKH HWKLFV RI FDUH DQG MXVWLFH�” 
Educational Administration Quarterly� 9RO�33� 1R�3� 
1���� 3�1�3�0 

(QRPRWR� (�� .DUQHU� %�� 	 6WDUUDWW� 5� -� Leading through 
the quagmire: Ethical foundations, critical methods, 
and practical applications for school leadership. 
/DQKDP� 0'� 5RZPDQ 	 /LWWOHILHOG� �00� 

(YDQV� $� (� “6FKRRO OHDGHUV DQG WKHLU VHQVHPDNLQJ DERXW 
UDFH DQG GHPRJUDSKLF FKDQJH�” Educational 
Administration Quarterly� 9RO��3� 1R��� �00�� 1���1�� 

)DQ� ;�� 	 &KHQ� 0� “3DUHQWDO LQYROYHPHQW DQG VWXGHQWV¶ 
DFDGHPLF DFKLHYHPHQW� $ PHWDDQDO\VLV�” Educational 
Psychology Review� 9RO�13� 1R�1� �001� 1��� 

)HXHUVWHLQ� $� “6FKRRO FKDUDFWHULVWLFV DQG SDUHQW 
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